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　平成30年度の決算がまとまりました。
　決算は、自治体の予算執行や財政運営を明らかにするもので、自治体の家計簿といえるものです。
　市民の皆さんからいただいた大切な税金などの収入がどのくらいあって、どのように使われたのかを
お知らせします。

行田市の家計簿をお知らせします

平成30年度 決算報告

民生費（40.5%）
103億5,128万円
【127,499円】

公債費（10.8%）
27億6,701万円

【34,082円】

総務費（10.3%）
26億3,443万円

【32,449円】

その他（8.4%）
21億5,460万円

【26,538円】 

教育費（12.2%）
31億3,113万円
【38,567円】

土木費（12.1%）
31億4万円
【38,184円】

衛生費（5.7%）
14億6,353万円

【18,027円】

歳 出

市税（39.3%）
104億8,613万円
【129,160円】

市債（6.9%）
18億3,800万円
【22,639円】

譲与金・交付金（7.7%）
20億7,076万円
【25,506円】

その他（10.0%）
26億8,629万円
【33,088円】

国・県支出金
（20.1%）

53億7,230万円
【66,172円】

地方交付税（16.0%）
42億6,411万円
【52,522円】

歳 入

一般会計
歳入総額 267億1,759万円【329,087円】　前年度比 6億2,402万円（2.3％）の減

歳出総額 256億202万円【315,346円】　前年度比 4億4,653万円（1.7％）の減

市税  
法人市民税の減や評価替えの
影響による固定資産税の減な
どにより、前年度比9,827万円
の減となりました。

国・県支出金  
臨時福祉給付金関係補助金の
終了や保育所等整備交付金の
減などにより国庫補助金が減少
し、前年度比2億6,033万円の
減となりました。

地方交付税  
普通交付税の減少などにより、
前年度比3億6,072万円の減と
なりました。

民生費  
臨時福祉給付金事業の終了や
保育所施設整備費補助金の減
などにより、前年度比5,163万
円の減となりました。

教育費  
小学校トイレ改修事業や旧忍町
信用組合店舗移築改修工事の
終了などにより、前年度比3億
4,837万円の減となりました。

衛生費  
妻沼南河原環境施設組合の解
散による負担金の終了やがん
検診等委託料の減少などによ
り、前年度比3,391万円の減と
なりました。

※グラフの【　】の数値は、市民1人当たりの額です。
　歳入から歳出を引いた11億1,557万円は令和元年度に繰り越しました。

　平成30年度における歳入歳出差引額は11.2億円の黒字となりました。
　歳入は、地方消費税交付金が1.6億円増加したものの、市税が1億円、地方交付税が3.6億
円、国・県支出金が2.6億円減少したことなどにより、歳入規模は前年度と比べ6.2億円減の
267.2億円となりました。
　歳出は、農業費や消防費であわせて0.6億円の増があったものの、臨時福祉給付金事業の終
了や保育所施設整備費補助金の減少などによる民生費の減、小学校トイレ改修事業や旧忍町
信用組合店舗移築改修工事の終了などによる教育費の減が増加要因を上回り、歳出規模は前
年度と比べ4.5億円減の256億円となりました。
　なお、歳入歳出差引額から、翌年度に繰り越す事業の財源と前年度からの繰越額を除いた
単年度の収支については、4.2億円のマイナスとなっています。

決算の特徴

平成30年度に取り組んだ主な事業
★民生費
〈前年度比5,163万円（0.5％）の減少〉
　●障害者自立支援給付事業 14億2,383万円
　●子ども医療費支給事業 2億2,878万円
　●放課後児童対策事業 1億8,283万円
　●児童手当等支給事業 14億5,090万円
　●生活保護事業 15億3,039万円

★教育費
〈前年度比3億4,837万円（10.0％）の減少〉
　●幼稚園就園奨励事業 1億2,415万円
　●少人数学級編制事業 1億2,051万円
　●いじめ対策事業 1,295万円
　●英語教育推進事業 4,961万円
　●小中学校屋内運動場非構造部材耐震改修事業 2億592万円
　●産業文化会館非構造部材耐震改修事業 6,620万円

★土木費
〈前年度比995万円（0.3％）の増加〉
　●道路新設改良・維持事業 6億3,551万円
　●橋りょう新設改良・維持補修事業 8,115万円
　●河川等改修・維持管理事業 3億7,791万円
　●古代蓮会館展示室再整備事業 2,903万円

★総務費
〈前年度比187万円（0.1％）の増加〉
　●子育て世帯定住促進事業 5,019万円
　●移住・定住プロジェクト事業 478万円
　●公共施設マネジメント計画策定事業 616万円
　●循環バス運行事業 9,641万円
　●デマンドタクシー事業 2,156万円

★衛生費
〈前年度比3,391万円（2.3％）の減少〉
　●救急医療体制等整備事業 3,144万円
　●健康づくり推進事業 118万円
　●予防衛生事業 1億7,264万円
　●斎場整備事業 2,078万円
　●環境衛生事業 7億3,673万円

★その他
　●田んぼアート米づくり体験事業 900万円
　●農道及び農業用排水路整備事業 8,650万円
　●企業立地促進事業  1億4,545万円
　●中小企業振興事業（エコノミックガーデニング） 1,387万円
　●産業団地整備事業 618万円
　●インバウンド観光推進事業 270万円
　●高機能消防指令センター整備事業 8,437万円
　●全国瞬時警報システム（Jアラート）受信機等更新事業 475万円

田んぼアート米づくり体験事業健康づくり推進事業移住・定住プロジェクト事業古代蓮会館展示室再整備事業
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特別会計  歳入歳出決算額
　特別会計は、特定の事業をより円滑に進めるために、一般会計から分離して別に収支経理を行うもので、国
の法律や市の条例によって設けることができる会計制度です。

※実質収支とは、歳入歳出決算の差引額から繰越事業に充てる財源を控除した実質的な翌年度への繰越額です。
※下水道事業会計について、地方公営企業法の適用に伴い、平成31年3月31日をもって「打ち切り決算」を行いました。

会 計 名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 翌 年 度
繰越財源 実 質 収 支うち一般会計

からの繰入金

国民健康保険事業 90億3,811万円 5億9,245万円 86億2,993万円 － 4億818万円

下 水 道 事 業 24億2,164万円 10億8,000万円 19億9,155万円 － 4億3,009万円

交通災害共済事業 3,824万円 － 1,464万円 － 2,360万円

介 護 保 険 事 業 64億2,528万円 8億4,031万円 60億5,904万円 － 3億6,624万円

後期高齢者医療事業 9億476万円 2億1,303万円 8億7,220万円 － 3,256万円

健全化判断比率・資金不足比率
　財政の健全度は、実質赤字比率などの4つの指標で判断されます。1つでも「早期健全化基準」を超えると黄
色信号、「財政再生基準」を超えると赤信号（財政破綻）になります。平成30年度決算の本市の数値は、全ての指
標で「早期健全化基準」を下回っており、本市の財政健全度は青信号です。

※平成28・29年度の実質公債費比率と将来負担比率の順位は、県内全市町村で良いほうから数えた順位です。

※資金不足額や剰余額は、一般会計などの実質収支額と合算して、連結実質赤字比率を算定します。

Ｈ30決算比率
早期健全化基準

比率の説明
H29決算比率 H28決算比率

財政再生基準 県内市町村での本市の順位

実 質 赤 字 比 率 －
12.65％ 一般会計の赤字割合を

示すもの（赤字がないと
きは、算定されません）

― ―

20.00％ 全市町村で比率なし

連結実質赤字比率 －
17.65％ 全会計の赤字割合を示

すもの（赤字がないとき
は、算定されません）

― ―

30.00％ 全市町村で比率なし

実質公債費比率 4.4％
25.0％ 一般会計における借金

返済額等の割合を示す
もの

4.4% 4.3%

35.0％ 26位／63市町村 26位／63市町村

将 来 負 担 比 率 17.3％
350.0％ 一般会計における将来

支払う可能性のある負
債割合を示すもの

19.9% 25.4%

－ 27位／63市町村 33位／63市町村

公営企業会計 Ｈ30決算比率 経営健全化基準 比率の説明
H29決算比率 H28決算比率
県内市町村での本市の順位

水 道 事 業 会 計 ―

20.00％

公営企業の事業規模に
対する資金不足（赤字）
割合を示すもの
（資金不足がないとき
は、比率は算定されま
せん）

― ―

県内全会計で
比率なし

県内全会計で
比率なし

下水道事業特別会計 ―
― ―

県内全会計で
比率なし

県内全会計で
比率なし

■健全化判断比率

■資金不足比率

～今の残高はどのくらい?～
行田市の借金の状況を公表します

　市の借金は、建設事業に充てる他、国の政策による交付税の財源不足や市税の減収を補てんするために借り
入れを行っているものがあります。こうした特例地方債は、国の財源不足を反映して増加傾向にあり、市の借
金全体の約38％を占めるに至っています。
　なお、市債の償還額が新規発行額を上回っているため、市の借金残高は年々減少しています。
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特例地方債を除いた推移

全会計

平成29年度決算に基づく財務書類を作成しました

　市では、平成20年度決算から企業会計的な手法を取り入れて市の財務状況を表示する財務書類4表を作成・
公表しています。財務書類4表とは、「貸借対照表」、「行政コスト計算書」、「純資産変動計算書」、「資金収支計算
書」のことで特別会計や一部事務組合、出資法人まで含めた連結財務書類も併せて作成しています。

　財務書類の作成によって、これまでの決算情報による現金収支の状況に加え、過去の支出によってどのくら
いの資産が形成されているのか、将来にわたってどのくらいの負債があるのかなど、より詳細な財政状況を把
握することができます。
　また、減価償却費などその年に現金支出を伴わないコストも含めて把握でき、行政運営の効率性も知ること
ができます。

　財務書類は市ホームページ（トップページ➡市政情報➡予算・決算・財政➡財務書類）、または市政情報コー
ナー（市役所2階）でご覧いただけます。

財務書類とは

財務書類作成の意義

財務書類は市ホームページ、市政情報コーナー（市役所2階）で

▶問い合わせ　財政課財政担当（内線325・326）
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プレミアム付商品券の販売が始まりました

令和元年8月豪雨災害の義援金を
受け付けています

ご参加ください
「市民と市長のタウンミーティング」

市制施行70周年・文化の日記念式典を
開催します

　行田市プレミアム付商品券の購入対象者に、商品券
の購入に必要な「プレミアム付商品券購入引換券」を
送付します。購入引換券が届いた方は次の方法により
「行田市プレミアム付商品券」をお買い求めになれます。
※ 購入引換券が送付される対象者の条件は、市ホーム
ページまたは「市報ぎょうだ」8月号でご確認くだ
さい。
▶販売場所および日時　
　【商工センター 401研修室】
　 10月1日㈫～14日㈪午前9時～午後5時（土・日曜日、
祝日も購入可）
　【市内郵便局（南河原簡易郵便局では販売しません）】
　 10月15日㈫～令和2年2月28日㈮午前9時～午後
5時（土・日曜日、祝日を除く）※行田郵便局は午後7
時まで
▶ 商品券を使用できる店舗　商品券は、「加盟店」の表
示のある市内の店舗（商店、スーパー、飲食店、ドラッ
グストアなど）で使用できます。また、使用できる店
舗は、市ホームページに随時掲載します。
▶ 購入方法　商品券購入引換券と窓口に来られた方の
本人確認書類（運転免許証、健康保険証など）をお持
ちになり、販売場所で商品券を購入してください。
▶使用可能期間　10月1日㈫～令和2年3月31日㈫
▶ 問い合わせ　商工観光課商工振興担当（内線374・
383）

　8月末に九州北部で発生した豪雨災害により被災さ
れた方々を支援するため、義援金を受け付けています。
義援金箱は次の場所に設置しており、寄せられた義援
金は日本赤十字社埼玉県支部を通じて被災地へお送り
します。皆さんのご協力をお願いします。
▶設置場所・受付日時　

▶義援金箱設置期間　令和2年2月28日㈮まで
▶ 問い合わせ　日本赤十字社埼玉県支部行田市地区
(行田市社会福祉協議会内)☎557―5400

　市では、市民の皆さんの「声」を市政に反映させる
ため、市政全般についての意見交換を行う「市民と市
長のタウンミーティング」を開催します。
　次の地区を対象に行いますので、ぜひご参加ください。
▶開催日時・場所　
　【佐間】
　10月25日㈮午後7時～ 8時30分・佐間公民館
　【持田】
　11月11日㈪午後6時30分～ 8時・持田公民館
▶対象　該当地区に住んでいる方
▶ その他　申し込みは不要です。直接会場にお越しく
ださい。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　市では、各分野で活躍され功労があった個人および
団体、並びに市政・文化の発展および市民福祉の増進
に貢献するなど、功績の顕著な個人および団体を表彰
します。また、今年は市制施行70周年の節目の年に
当たることから、これまでの本市の歩みを映像で振り
返ります。お気軽にお越しください。
▶ 日時　11月3日㈰午前10時～正午（午前9時から
受け付け）
▶場所　産業文化会館ホール
▶ 内容　オープニングセレモニー（コンサート、映像
上映）、式典
▶ その他　駐車場には限りがありますので、公共交通
機関の利用や車の乗り合わせをお願いします。駐車
場は下図の臨時駐車場をご利用ください※同館駐車
場の利用不可
▶問い合わせ　総務課総務法規担当（内線216･217）

　
9
月
定
例
市
議
会
で
同
意
を
得
て
、
公
平
委

員
会
委
員
と
し
て
島
田
清
子
氏（
忍
）が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
9
月
定
例
市
議
会
で
同
意
を
得
て
、
教
育
委

員
会
委
員
と
し
て
飯
塚
千
十
世
氏（
佐
間
）が
新

た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
公
平
委
員
会
事
務
局（
監
査
委

員
事
務
局
内
・
内
線
３
２
４
）

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
教
育
総
務
課
総
務
担
当

　
☎
５
５
６
―
８
３
１
１

島
田
清
子
氏
が
公
平
委
員
会

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

飯
塚
千
十
世
氏
が
教
育
委
員

会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た

設置場所 受付日時

市役所案内カウンター
および福祉課

月～金曜日(祝日を除く)
午前8時30分～午後5時15分

総合福祉会館
「やすらぎの里」

毎日(祝日を除く)
午前8時30分～午後5時15分

緊急地震速報訓練を実施します

　大地震に備えて、全国瞬時警報システム（Jアラー
ト）による、緊急地震速報訓練を次のとおり実施し
ます。市内152カ所にある防災行政無線から訓練
放送が流れますのでご留意ください。
▶試験日時　11月5日㈫午前10時ごろ
▶放送内容　
　上りチャイム音
　　　　　　　↓
　 「こちらは防災行田です。ただ今から訓練放送を
行います」

　　　　　　　↓
　緊急地震速報チャイム音
　 「緊急地震速報。大地震です。大地震です。これ
は訓練放送です」

　（3回繰り返し）
　　　　　　　↓
　 「こちらは防災行田です。これで訓練放送を終わ
ります」

　　　　　　　↓
　下りチャイム音

　※ Jアラートとは、国が把握した時間的に余裕が
ない緊急情報を市町村の防災行政無線などを
利用して瞬時に伝達するシステムです。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当(内線282) 

行田市制施行70周年記念 宝くじスポーツフェア
はつらつママさんバレーボールinぎょうだを開催します
　ソウルオリンピック女子バレーボール代表の江上由美さんをはじめ、
狩野舞子さんなど世界大会、オリンピックなどに出場した各世代の選手
によるドリームチーム（川合俊一監督）と本市ママさんバレーボールチー
ムによる親善試合を開催します。
　ドリームチーム選手のサイン入りバレーボールなど豪華賞品が当たる
抽選会も実施します。ぜひお越しください。
▶日時　11月17日㈰午前9時～午後3時
▶場所　行田グリーンアリーナ
▶ 定員　1,500人（先着順）※スポーツ振興課、行田グリーンアリーナ、
産業文化会館、古代蓮会館、市内各地区公民館で入場整理券を配布

▶入場料　無料
▶持ち物　スリッパなどの上履き（館内は土足禁止）
▶主催　埼玉県、行田市、一般財団法人自治総合センター
▶後援　埼玉県教育委員会、行田市教育委員会、行田市体育協会
▶ その他　駐車場には限りがありますので、相乗りまたは市内循環バス
利用などによりご来場ください。

▶問い合わせ　スポーツ振興課☎556―8336 江上 由美 さん川合 俊一 さん（監督）

①吉田駐車場(忍1-15) ②平賀駐車場(本丸2-5) ③バスターミナル(本丸3-5)
④多目的広場南側(本丸3-5) ⑤コスモプリンツ㈱(忍2-9-15)

市役所入口
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第3回行田市人権教育講座
人権啓発映画『母さんがどんなに

僕を嫌いでも』上映会

第21回行田市障害者（児）
スポーツレクリエーション大会

▶ 日時　11月18日㈪午後1時30分～ 3時30分（午後
1時から開場）
▶場所　商工センターホール
▶ 内容　タイジは幼い頃から母のことが大好きだった
が、母はいつも情緒不安定で、容赦なくタイジに手を
上げていた。17歳になったタイジは、母からひどい
暴力を受けたことをきっかけに、家を出る。努力を重
ね、一流企業の営業職に就いたタイジは、幼い頃の
体験のせいで自分の殻に閉じこもった大人になってい
た。しかし、友人らの言葉に心を動かされ、再び母と
向き合う決意をする。
▶ 出演　太賀、吉田羊、森崎ウィン、白石隼也、秋月三
佳 他
▶対象　市内在住・在勤の方
▶定員　300人（先着順）
▶参加費　無料
▶主催　行田市教育委員会、行田市人権教育推進協議会
▶ その他　会場の駐車台数に限りがありますので市役
所、産業文化会館、バスターミナルの駐車場をご利用
ください。
▶ 問い合わせ　ひとつくり支援課人権教育推進担当
　☎556―8319

▶ 日時　11月9日㈯午前10時～午後0時15分（午前9
時30分から受け付け）

▶場所　行田グリーンアリーナ
▶ 内容　風船バレー、卓球バレー、ボッチャ、STT、フ
ライングディスクなど

▶参加費　無料
▶対象　市内在住・在勤・在学の障害者（児）
▶持ち物　運動しやすい服装、タオル、上履き
▶ その他　当日のボランティアを募集していますので、
協力していただける方は10月25日㈮までに行田市社
会福祉協議会（☎557―5400）へ申し込みください。

▶ 申し込み　福祉課で配布している参加申込書に必要事
項を記入の上、10月25日までに直接同課へ提出して
ください。

▶ 問い合わせ　同課障害福祉担当（内線265）【FAX】554
―6701

木元 紘一 さん、澄枝 さん（金婚夫婦代表受領）

中央小学校吹奏楽部による演奏

市内在住の高齢者の状況 （9月1日現在）
•最高年齢… 【男性】104歳　【女性】106歳
•100歳以上…46人（男性11人／女性35人）
•75歳以上…11,734人（男性4,738人／女性6,996人）
•65歳以上…24,847人（男性11,160人／女性13,687人）
•高齢化率…30.64パーセント

敬老祝賀式典を開催しました

　9月7日、「みらい」文化ホールで敬老祝賀式典が行われ、
敬老模範家庭3世帯、三夫婦世帯1世帯および金婚夫婦170
組の方々が表彰され、石井市長から表彰状と記念品が贈呈さ
れました。
　式典後には、中央小学校吹奏楽部ならびに落語家春風亭柳
太郎師匠によるアトラクションが行われ、会場は大いに盛り
上がりました。

▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線225）

10月27日㈰は参議院埼玉県選出議員補欠選挙の投票日です
～投票時間は午前７時から午後８時まで～

  投票できる方
　日本国籍を有し、平成13年10月28日以前に生まれた方(選挙期日現在、満18歳以上の方)で、令和元年7月9日以前
から引き続き(3カ月以上)行田市に住所を有しており、行田市の選挙人名簿に登録されている方

  投票所入場券を郵送します
　投票所入場券は、4名連記圧着式はがきにて、各家庭に郵便でお届けします。圧着部分を開
封し、本人の氏名が記載されたものをお持ちください。万一、投票所入場券が届かなかったり、
紛失してしまったりした場合は、身分証明書(運転免許証、健康保険証、パスポートなど)を
お持ちください。(投票所入場券が届いていても、転出などにより投票できない場合がありま
す)
※ 投票所入場券を紛失してしまった方は、投票所の係員に申し出てください。

  投票所
　投票は、投票所入場券に印刷してある投票所で行ってください。なお、9月27日以降に市
内で住所を変更した場合、前の住所における投票所での投票となりますのでご注意ください。
※ 転居したときは、投票所入場券が届かない場合があります。転居するときには、郵便局に
届け出を行ってください。

  ご利用ください 期日前投票　
　投票日に一定の理由がある方は、期日前投票所(市役所敷地内)で投票ができます。期日前投票をする際は、宣誓書兼請
求書の提出が必要です。投票所入場券の裏面が宣誓書兼請求書になっていますので、事前に記入し持参していただくとス
ムーズに受け付けできます。また、宣誓書兼請求書は、市ホームページからダウンロードできる他、期日前投票所にも用
意してあります。
≪投票期間・投票時間≫10月11日(金) ～ 26日(土)午前8時30分～午後8時

  点字投票
　目の不自由な方は、点字で投票することができます。この場合、点字で投票を行う旨を投票管理者に申し出てください。

  代理投票
　身体の障害などで、自分で投票用紙に記入できない方のために代理投票の制度があります。投票管理者に申し出ること
により、自分の投票したい候補者の氏名を投票所の係員が代理で記入し、投票します。期日前投票でも代理投票は可能です。

  ご覧ください 選挙公報
　選挙公報は、投票日の前日までに新聞折り込みで各家庭にお届けします。また、新聞を購読していない場合は、市役所、
公民館などに選挙公報を備えておきますので、ご利用ください。※郵送による配布を希望される方は、選挙管理委員会へ
ご連絡ください。

  不在者投票
　一部の病院や老人福祉施設に入院・入所中の方、出張などで市外に滞在していて投票できない方のために、施設、市外
の選挙管理委員会で投票を行う不在者投票の制度があります。詳しくは、施設または選挙管理委員会へ問い合わせください。

  選挙の開票
　10月27日㈰午後9時から行田グリーンアリーナで即日開票を行います。開票速報は市ホームページにも掲載します。
なお、選挙当日の問い合わせは☎553―4937までお願いします。

▶問い合わせ　選挙管理委員会(内線219)

 

 

 

 

361－0000
行田市本丸 2-5
行田太郎　様

参議院埼玉県選出議員補欠選挙
投 票 所 入 場 券

両方ともはがしてください

《圧着式はがきの開封方法》

期日前投票所内にこども投票所を設置します
　若い世代に対する主権者教育の一環として、選挙を身近に感じてもらうことを目的に、18歳未満の方が模擬投票を体
験できる「こども投票所」を期日前投票所内に設置します。ぜひご家族でお越しください。
≪投票期間・投票時間≫　10月11日㈮～ 26日㈯午前8時30分～午後8時
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令和2年度 保育所などの入所受け付けを開始します
▶入所時期　令和2年4月
▶対 象　保護者の就労などにより、保育所などでの保育の必要のある乳幼児
　※利用に当たっては、市から保育の必要性の認定を受ける必要があります。
▶一次申請書類の配布および受付期間　10月15日㈫～ 11月11日㈪
　※ 11月12日以降に申請書類を提出した場合は、二次申請での受け付けになります。二次申請分の入所審査は一次申

請分の入所決定をした後に行うため、一次申請で入所定員を超えてしまう場合があります。
▶配布場所　入所を希望する市内保育所など
▶受付場所　第一希望の市内保育所など

▶市外の保育所を希望する場合　
　 　本市から保育所のある市町村へ協議しますので、申請書類は本市に提出してください。10月15日から子ども未来課
で申請書類を配布しますので、市外の保育所を希望する順位に関係なく、同課へ書類を提出してください。なお、市町
村ごとに受付期間が異なるため、締め切りが11月11日以前になる場合もあります。詳細は各市町村へ直接問い合わ
せください。

▶注 意 　
　•現在入所が保留になっている方や保育所などの転園を希望する方も、新たに申請が必要です。
　• 入所申し込み前に、お子さんと一緒に希望する保育所などの見学をお願いします。なお、見学の前にはあらかじめ保
育所などに連絡してください。

▶そ の 他 　
　　 年度途中の入所は、入所希望月の前月10日を申込締切日としていますが、令和2年
3月入所の申込締切日は右のとおり変更となりますので、ご注意ください。

▶問い合わせ　同課保育担当(内線257・263)

名　　称 所 在 地 電話番号
認可保育所（対象年齢：0歳児～5歳児）
若葉保育園 行田11―10 556―2797
和光保育園 佐間3―20―3 556―2503
白鳩保育園 駒形2―7―7 554―5221
ホザナ保育園 荒木1590―1 559―1543
太井保育園 棚田町1―58―10 556―5340
小羊チャイルドセンター 若小玉3547―1 556―7753
太田保育園 藤間510―3 559―3644
埼玉保育園 埼玉4595―1 559―2433
持田保育園 城西4―3―4 556―5456
長野保育園 長野1―34―5 553―3177
南河原保育園 南河原851 557―3234

変更前 変更後
2月10日㈪ 1月31日㈮

名　　称 所 在 地 電話番号
認定こども園(保育部分、対象年齢：0歳児～5歳児)
行田こども園※1 荒木4961 557―2943
やごう幼稚園※2 谷郷2―5―1 554―5752
地域型保育事業所(対象年齢：0歳児～2歳児)
たけのこ保育室 門井町2―17―7 553―0378
長澤家庭保育室 駒形2―11―11 554―2539
あゆみ保育園 棚田町1―50―1 553―5277
こどものみらい保育園 行田9―25 598―7035
きらめきの森保育園 渡柳563―3 559―1001

令和2年度 私立幼稚園の入園児童の募集を開始します
　私立幼稚園では、特色ある保育内容と子どもの年齢に合わせたカリキュラムを用意しています。また、長時間保育や夏
休み中の預かり保育なども実施しています。詳しくは、各幼稚園へ問い合わせください。

▶募集年齢　【２年保育】平成27年4月2日～ 28年4月1日生まれのお子さん
　　　　　　【３年保育】平成28年4月2日～ 29年4月1日生まれのお子さん
　　　　　　【４年保育】平成29年4月2日～ 30年4月1日生まれのお子さん
▶願書の配布場所　10月15日㈫から各幼稚園で願書を配布します。
▶受付開始　11月1日㈮
▶願書の提出先　入園を希望する幼稚園

※やごう幼稚園は認定こども園として令和2年4月に開園予定です。
▶問い合わせ　各幼稚園

幼稚園名 所 在 地 電話番号

老本幼稚園 旭町16―38 553―2771

行田幼稚園 富士見町2―27―5 554―5169

富士見ヶ丘幼稚園 駒形1―9―7 556―7494

ホザナ幼稚園 本丸11―20 555―2301

幼稚園名 所 在 地 電話番号

まつたけ幼稚園 門井町2―19―9 554―7348

南河原幼稚園 南河原777―2 557―0234

やごう幼稚園(教育部分)※ 谷郷2―5―1 554―5752

やなぎ幼稚園 渡柳563―3 559―1001

令和2年度 学童保育室の入室受け付けを開始します
▶入室期間　令和2年4月～令和3年3月
▶対 象　保護者の就労などにより、昼間常時留守となる家庭の小学生
▶一次申請書類の配布および受付期間　10月15日㈫～ 11月11日㈪
　※ 11月12日以降に申請書類を提出した場合は、二次申請での受け付けになります。

二次申請分の入室審査は一次申請分の入室決定をした後に行うため、一次申請で入室
定員を超えてしまう場合があります。

▶配布場所　【学区内に学童保育室がある場合】学童保育室または子ども未来課
　　　　　　【学区内に学童保育室がない場合】子ども未来課
▶受付場所　入室を希望する学童保育室(受付時間は月～金曜日の午後2時～ 7時※祝日を除く）

▶注 意　•現在学童保育室を利用している場合も申請が必要です。
　　　　　　• 入室決定は申し込み順ではありません。お子さんの学年や保護者の勤務状況などを審査し、入室の必要性

が高い方から決定します。
▶問い合わせ　同課子ども未来担当（内線262）

▶ 日 時　10月19日㈯午前9時30分～午後2時30分
　　　　　※雨天の場合は10月20日㈰

▶場 所　 水城公園多目的広場（バスターミナル駐車場西
側）

▶ 内 容　 アトラクション、飲食コーナー、遊びコーナー、
バザー、健康チェック団体PRの展示など

▶主 催　行田市ふれあい福祉健康まつり実行委員会
▶共 催　行田市、行田市社会福祉協議会
▶ そ の 他　 駐車場は市役所駐車場、市役所西側駐車場、

コスモプリンツ北側駐車場をご利用ください。
なお、車椅子を利用していて公共交通機関の
利用が困難な方は、運転ボランティアによる
送迎を行いますので、10月15日㈫までに行田
市社会福祉協議会に申し込みください。

▶問い合わせ　同協議会☎557―5400

市制施行70周年記念
行田市ふれあい福祉健康まつり

10月は里親月間です
　親の病気や死亡、育児放棄や虐待などによって家
庭を失った子供たちを家庭で受け入れ、育てている
のが「里親」です。子供たちの笑顔のために、あな
たの力を貸してください。

里親入門講座を開催します
　「里親に関心がある」「里親のことをもっと知りた
い」という方を対象に、里親入門講座を開催します。
ぜひご参加ください。
▶ 日 時　 12月15日㈰午後1時30分～ 4時（午

後1時から受け付け）
▶場 所　VIVAぎょうだ学習室
▶内 容　 里親制度の説明、里親の子育て体験談

など
▶受 講 料　無料
▶ 申し込み・ 問い合わせ　熊谷児童相談所☎521―

4152

学区域 名　　称 場　　　所 電話番号

中央小 中央学童保育室 中央小学校敷地内 556―0402

中央小
南小 みずしろ学童保育室

コミュニティセン
ターみずしろ3階
（児童センター内）

556―1139

南小

南第一学童保育室
（低学年中心） 南小学校校舎内 556―6666

南第二学童保育室
（中・高学年中心） 南小学校敷地内 552―0577

西小

西第一学童保育室
（低学年中心）

西小学校校舎内
（南校舎） 556―1143

西第二学童保育室
（中・高学年中心）

西小学校校舎内
（北校舎） 579―5347

東小

東第一学童保育室
（中・高学年中心） 東小学校校舎内 554―3750

東第二学童保育室
（低学年中心） 東小学校敷地内 556―5231

北小
北第一学童保育室 北小学校体育館内 553―3040

北第二学童保育室 谷郷2486―3 556―7219

学区域 名　　称 場　　　所 電話番号
桜ヶ丘小 さくら学童保育室 桜ヶ丘小学校敷地内 552―0556

太田西小 太田西学童保育室 太田西小学校校舎内 554―2448

泉　小
泉太井学童保育室 泉小学校敷地内 554―5808

太井学童保育室 太井保育園敷地内 556―5340

埼玉小 埼玉学童保育室 埼玉小学校敷地内 559―2500

南河原小 南河原学童保育室 南河原支所内 557―3331

下忍小 下忍学童保育室 下忍小学校敷地内 556―8840

荒木小 荒木学童保育室 荒木小学校校舎内 557―5430

星宮小
学童保育室が設置されていないため、学区外の希望する学
童保育室に入室申請をしてください(学童保育室送迎支援事
業を利用していただきます)。

須加小

太田東小

北河原小

※1  行田こども園の教育部分の入所受け付けについては、施設
へ直接問い合わせください。

※2  やごう幼稚園は認定こども園として令和2年4月に開園予
定です。
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▶日時　11月30日㈯午後1時～ 4時　
▶場所　VIVAぎょうだ学習室　
▶ 内容　「ちょっとした意識とテクニックで魅力ある話
し方ができる！」をテーマに、人前で表現するプロ（女
優）である講師がお伝えします。あいさつやスピーチ、
面接、会合での司会、プレゼンテーション、1対1で
の会話などさまざまな状況での緊張や不安を楽しさに
変え、場面や職業を問わず使える存在感と表現力を手
に入れましょう。映画・ドラマの撮影現場やステージ
での体験談もお楽しみに。
▶講師　緒方美穂さん（女優）
▶対象　市内在住・在勤・在学の方
▶定員　30人（先着順）　
▶参加費　無料　
▶持ち物　筆記用具　
▶ その他　ひととき保育の申し込み（2歳以上の未就学
児）は11月8日㈮まで
▶ 申し込み・問い合わせ　直接または電話でVIVAぎょ
うだ☎556―9301※10月14日、11月4日を除く
月曜日と10月15日㈫、11月5日㈫は休館

　麻薬・覚醒剤・大麻・危険ドラッグなどの薬物乱用は、
健康を害するだけでなく、家族など周りの人たちの人生
までも狂わせてしまいます。薬物乱用は1回でも「ダメ。
ゼッタイ。」。正しい知識を身につけ、薬物乱用を根絶し
ましょう。薬物でお困りの人は、ご相談ください。
▶ 問い合わせ　加須保健所☎0480―61―1216または
県薬務課☎048―830―3633

女優に学ぶ「伝える魅力」
～緊張や不安に負けない！惹きつける表現力～

11月30日まで麻薬・覚醒剤
乱用防止運動を実施します

　9月30日で有効期限切れとなった国民健康保険被保
険者証(保険証)の更新に伴い、新しい保険証を簡易書留
郵便でお送りしました。10月1日以降医療機関で診察
を受けるときは、必ず新しい保険証(グレー色)を提示し
てください。また、旧保険証（青色）は各自で処分してく
ださい。

保険証の有効期限が変わりました
　これまでの保険証の有効期限は原則9月30日でした
が、10月からは原則7月31日となります。これは、令
和2年8月1日より保険証と高齢受給者証（70歳の誕生
日を迎えた翌月から75歳到達前日までの国保加入者に
発行されているもの）を一体化し利便性を向上させるこ
とを目的とし、その準備として全ての方の有効期限を変
更したものです。
※一部の方は有効期限が異なる場合があります。

加入・喪失の手続きはお早めに
　国民健康保険（国保）に加入するときや、職場の健康保
険に加入したときなどは、届け出が必要です。届け出は
本人と同じ世帯の方が行うこともできます。
　加入は届け出の日からではなく、職場の健康保険を脱
退した日までさかのぼって加入となります。届け出が遅
れると国保税も加入月までさかのぼって課税となります
ので、1回の支払い額が高額になることがあります。
　また、国保の資格を喪失しているにもかかわらず、国
保の保険証を提示し診察を受けた場合は、国保が負担し
た診療費を返金していただくことになります。
▶加入手続きに必要なもの　
　•職場の健康保険をやめたことが分かる証明書
　•手続きに来られる方の身分証明書（運転免許証など）
　•マイナンバー（個人番号）が分かるもの
▶喪失手続きに必要なもの　
　•職場の保険証
　•国保の保険証
　•手続きに来られる方の身分証明書（運転免許証など）
　•マイナンバー（個人番号）が分かるもの

▶ 問い合わせ　保険年金課国保担当(内線271・272・
273)

新しい国民健康保険被保険者証を
ご使用ください

　NPOやサークル団体が日ごろの活動成果を発表する
場として、今年もみずしろフェスタを開催します。体験
ワークショップやステージ発表、物品・飲食販売など、
楽しい催しが盛りだくさんです。10日に開催される第
40回行田商工祭・忍城時代まつりと併せて、ぜひ、お
気軽に足を運んでみてください。
▶ 日時　11月9日㈯・10日㈰午前10時～午後3時
　（展示は、9日が午後9時30分まで、
　 10日は午前9時～午後3時）
▶場所　コミュニティセンターみずしろ
▶ 問い合わせ　みずしろフェスタ実行委員会事務局（市
民活動サポートセンター内）☎598―8616

　クイズを通して埼玉の魅力を知っていただき、郷土埼
玉への関心と愛着度を高めるため「第8回埼玉クイズ王
決定戦」を開催します。
　優勝チームや上位入賞者に県産品を中心にさまざまな
賞品を用意しています。その他、参加者全員にすてきな
プレゼントもあります。ぜひ、ご参加ください。
▶予選開催日時・場所　
　① 12月1日㈰午前10時・コクーンシティ（さいたま

市大宮区吉敷町4―263―1）
　②12月1日㈰午後1時30分・コクーンシティ
　③ 令和2年1月13日㈪午後1時30分・ウェスタ川越（川

越市新宿町1―17―17）
▶ 決勝開催日時・場所　令和2年2月2日㈰午後1時・
イオンレイクタウンmori木の広場（越谷市レイクタウ
ン3―1―1）

▶ 申し込み　①②は11月21日㈭まで、③は12月26日
㈭までに県公式観光サイト「ちょこたび埼玉」（https://
www.pref.saitama.lg.jp/chokotabi-saitama/)
の応募フォームまたは埼玉クイズ王のチラシ（応募用
紙）に必要事項を記入の上、FAXで埼玉クイズ王決定戦
実行委員会事務局【FAX】048―830―4819

▶問い合わせ　同事務局☎048―830―3955

▶日時　11月13日㈬午後1時30分～ 3時30分
▶ 場所　春日部地方庁舎3階大会議室（春日部市大沼1―
76）
▶ 内容　NPOの活動をさらに支援し、併せてNPOに対
する理解を深めるための講習
　①NPO法人の設立について
　②NPO法人による活動報告
　③NPO法人の資金調達について
▶参加費　無料
▶ 申し込み・問い合わせ　11月8日㈮までに電話で
埼玉県利根地域振興センター県民生活担当☎555―
1110

▶日時　11月7日㈭午後2時～ 4時　
▶場所　加須保健所大会議室（加須市南町5―15）　
▶テーマ　「働けない家族のいる家庭のライフプラン」　
▶講師　柳澤美由紀さん（ファイナンシャルプランナー）
▶定員　40人（先着順）
▶ 申し込み・問い合わせ　10月28日㈪までに電話で同
所精神保健担当☎0480―61―1216

「～もっと知ろう！もっとやろう！市民活動！～
みずしろフェスタ2019」を開催します

第8回埼玉クイズ王決定戦

ＮＰＯ法人の作り方～設立基礎講習会in春日部～

ひきこもり講演会を開催します

　市が用意する商店街の空き店
舗で一定期間出店し、経営ノウ
ハウを習得しながら営業する
「チャレンジショップ事業」の出
店者を募集します。店舗賃借料
は不要ですので、少ない開業資
金で出店できます。出店要件に
ついては商工観光課で配布する
募集案内をご覧ください。

▶募集案内配布開始　10月9日㈬
▶ 出店受付期間　10月15日㈫～ 11月15日
㈮（土・日曜日、祝日を除く）

▶利用対象業種　飲食業
▶ その他　応募多数の場合は書類審査の上、
決定します。出店受付期間内に応募がなかっ
た場合は、引き続き募集しますが、先着順
となります。

▶問い合わせ　同課商工振興担当（内線383）

～将来、市内に自分の店を出したいと考えている方へ～
チャレンジショップ出店者を募集します

ひ

せい
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▶日　　時　 11月9日㈯午後1時～ 3時30分
　　　　　　※雨天時は中止の場合あり　
▶場　　所　利根大堰（大堰自然の観察室前）　
▶内　　容　 利根川で生まれたサケの遡上観察と採

卵の実演。　
▶参 加 費　無料　
▶問い合わせ　（独）水資源機構利根導水総合事業所
　　　　　　☎557―1501

利根川のサケ遡上採卵・観察会

▶日　　時　11月10日㈰午前10時～午後4時
▶場　　所　市役所駐車場周辺
▶内　　容　 地元商工業者などによる物産大バザー

ル、アトラクション、武者行列など楽
しいイベントが盛りだくさんです。ま
た、忍城址東門では火縄銃演武が同時
開催されます。

▶主　　催　 第40回行田商工祭・忍城時代まつり
実行委員会（行田商工会議所内）

▶問い合わせ　同会議所☎556―4111

第40回行田商工祭・忍城時代まつり

　10月1日から埼玉県最低賃金は時間額926円(引
上げ額28円)となりました。
　埼玉県最低賃金は、賃金の最低限度を定めるもの
で、年齢や雇用形態に関係なく、パートや学生アル
バイトを含め、県内の事業場で働く全ての労働者に
適用されます。使用者も、労働者も、賃金額が1時
間当たり926円以上かどうか必ず確認しましょう。
なお、一部の産業には、特定(産業別)最低賃金も
適用されます。

▶問い合わせ　 埼玉労働局労働基準部賃金室☎048―
600―6205または行田労働基準監督
署☎556―4195

埼玉県最低賃金が改定されました　　

　利根導水総合事業所では武蔵大橋(利根大堰)の
耐震補強工事を行います。それに伴い、次の期間、
交通規制を行いますので迂

うかい
回や利用時間帯の変更な

どのご協力をお願いします。
　なお、規制箇所には交通誘導員を配置しますので、
歩行者や自転車は交通誘導員の案内に従い、通行し
てください。

▶期　　間　 【夜間通行止め】11月1日㈮～ 12月
13日㈮および令和2年2月1日㈯～ 5
月31日㈰午後9時～午前5時

　　　　　　※ゴールデンウィーク期間を除く
　　　　　　 【片側交互通行】12月14日㈯～令和

2年1月31日㈮午前9時～午後4時
　　　　　　※日曜日、年末年始を除く

▶問い合わせ　 (独)水資源機構利根導水総合事業所☎
557―1501

利根大堰の耐震補強工事による
交通規制を行います

　本市の歴史・文化など行田についてもっと知りた
い、学びたいと思っていませんか。このたび「ぎょ
うだふるさと検定」を実施しますので、この機会に
勉強してみてはいかがでしょうか。

▶問題集配布期日　10月18日㈮
▶ 問題集配布場所　各公民館、行田商工会議所、南
河原商工会、県立総合教育センター、観光案内所
（JR行田駅前）、バスターミナル観光案内所、郷
土博物館、古代蓮会館、商工観光課
　※市観光協会ホームページからダウンロード可　
▶そ の 他　 解答集は11月15日㈮から問題集と

同じ方法で配布します。
▶問い合わせ　同課観光担当（内線389）

ぎょうだふるさと検定に
チャレンジしませんか

利根大堰

交通規制実施区間

行田須加郵便局〒行田警察署須加駐在所

利根川

上中森

利根大堰

▶日　　時　 10月26日㈯午前10時～午後5時、
10月27日㈰午前10時～午後4時30
分　

▶場　　所　ものつくり大学（前谷333）　
▶内　　容　 各研究室企画展示、各種ものづくり体

験教室、特設ステージ、子ども向けイ
ベント、各種模擬店、花火の打ち上げ
（26日のみ）他

▶そ の 他　 駐車場に限りがありますので、公共交
通機関をご利用ください。　

▶問い合わせ　同大学☎564―3817

第19回ものつくり大学
「碧蓮祭」

　　

▶日　　時　 12月1日㈰午前8時30分開会（午前
8時から受け付け）※雨天決行

▶場　　所　総合公園自由広場および周回コース
▶種目・参加資格
　3,000mコース（1人3,000mで5区間継走）
　【一般男子の部】
　　16歳以上の健康な方（高校生を除く）
　【高校男子の部】
　　高校に在学している方
　【中学生男子の部】
 　　中学校に在学している方
　 1,150mコース（1人1,150mで5区間継走、た
だし第1走者のみ1,240m）

　【地区体育協会の部】
 　　 各地区体育協会ならびに該当地域に在住して

いる方（学生・生徒を除く）
　【一般男子・女子の部】
　　16歳以上の健康な方（高校生を除く）
　【高校女子の部】
　　高校に在学している方
　【中学生女子の部】
　　中学校に在学している方
　【小学生男子・女子の部】
　　 市内に在住または市内スポーツ団体に所属して

いる小学4年生以上の児童
▶参加規程　 1チーム正選手5人、補欠2人のエン

トリーが可能
▶参 加 費　1チーム1,000円（保険料など）
▶申し込み　 スポーツ振興課と行田グリーンアリー

ナで配布する申し込み用紙に必要事項
を記入の上、10月1日㈫～ 25日㈮に
参加費を添えて同課または行田グリー
ンアリーナに提出してください。（行田
グリーンアリーナは10月15日㈫休館）

▶問い合わせ　同課振興担当☎556―8336

第63回“浮き城のまち行田”駅伝
競走大会参加チームを募集します

▶日　　時　 10月26日㈯・27日㈰午前10時～午
後3時

▶場　　所　ものつくり大学（前谷333）
▶内　　容　 竹とんぼ、ガリガリとんぼを作って

遊ぶ。
▶対　　象　小学生以下
▶定　　員　各日100人（先着順）
▶参 加 費　無料
▶後　　援　行田市教育委員会
▶そ の 他　申し込み不要
▶問い合わせ　同大学☎564―3906

おもしろものづくり教室

▶日　　時　10月26日㈯・27日㈰午前9時30分
▶場　　所　ものつくり大学（前谷333）　
▶内　　容　 午前中にマンガンカーを製作し、午後

はレース大会でタイムを競う。　
▶対　　象　市内の小学生　
▶定　　員　各日50人（先着順）
▶参 加 費　無料　　
▶共　　催　日本機械学会関東支部埼玉ブロック
▶後　　援　行田市教育委員会　
▶そ の 他　 10月19日㈯・20日㈰に工作教室も

開催します。　
▶問い合わせ　同大学☎564―3906

マンガンカーレース体験教室

　11月3日㈰に彩の国実業団駅伝競走大会が開催
されます。開催に伴い、午前9時30分から10時
15分まで市内を通る国道17号の交通規制を行いま
す。なお、選手の通過時間により、規制時間が前後
する場合がありますので、ご了承ください。

▶注　　意　 車両の乗り入れは極力避け、交通規制
や迂

う
回
かい
については警察官の指示に従っ

てください。
▶問い合わせ　スポーツ振興課振興担当☎556―8336

’19彩の国実業団駅伝競走大会に
伴い交通規制を実施します
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「
埼
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」
選
者
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す
。
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特
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、
入
選
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句
、
佳
作
30
句
と
し
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そ
れ
ぞ
れ
賞
品
を
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し
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す
（
入
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句
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数
は
変
更
に
な
る
場
合
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り
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令
和
2
年
3
月
ご
ろ
に
入
賞
者
に
通
知
し
ま

す
。
ま
た
、
入
賞
句
を
秩
父
鉄
道
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駅
に
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示
す
る
予
定
で
す
。
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そ
の
他
　
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
同
協
議
会

に
帰
属
し
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す
。
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問
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合
わ
せ
　
同
協
議
会
事
務
局
（
熊
谷
市
企

画
課
内
☎
５
２
４
―
１
１
１
１
）

▶主　　催　 埼玉県、埼玉県教育委員会、行田市、行田市教育委員会、埼玉県芸術文化祭実行委員会
　　　　　　行田市文化団体連合会、(公財)行田市産業・文化・スポーツいきいき財団
▶そ の 他　 産業文化会館管理棟2階では展示の他に、行田絵手紙あおい会、行田フラワーデザイン協会、美布

の会、楽書子龍行田教室による体験コーナーも開設します。
▶問い合わせ　埼玉県芸術文化祭行田市実行委員会事務局（ひとつくり支援課内）☎556―8319

埼玉県芸術文化祭2019地域文化事業　行田市制施行70周年記念
第71回 行田市文化祭を開催します

展示部門
日　　時 場　　所 参加団体または内容

11月1日㈮～4日㈪午前9時～
午後5時※4日は午後4時まで

産業文化会館管理棟２階 行田絵手紙あおい会、行田フラワーデザイン協会、行田美幸会、
楽書子龍行田教室、行田市俳句連盟

商工センター 行田市工芸協会カリタスS41、行田市写真連盟、行田市書道人連盟、
美布の会、行田美術会

11月2日㈯～4日㈪午前9時～
午後5時※4日は午後4時まで

コミュニティセンター
みずしろ 行田山草会、行田市華道会、行田短歌連盟

11月1日㈮～3日㈰午前9時～
午後4時 埼玉公民館 さきたま盆栽会(秋の盆栽展)

10月31日㈭～11月10日㈰ 郷土博物館 行田市菊花連絡協議会(第45回行田市菊花展)

大会・発表部門
催し名(団体名) 日　　時 場　　所 備　　考

茶席（行田市茶道会） 11月3日㈰午前10時～午後3時
コミュニティ
センターみずしろ

茶券代1,000円
※茶券取り扱いは長谷川☎556―2038

短歌大会（行田短歌連盟） 11月21日㈭午後1時30分～5時 無料
※オープン歌会につきどなたでも参加可

囲碁大会(行田市碁楽会) 11月3日㈰午前9時～午後5時

中央公民館
第1・第2学習室

参加費1,500円(昼食代含む)
※当日受け付け

将棋大会（行田市将棋連盟） 11月4日㈪午前9時～午後5時
参加費【小･中学生】800円【高校生・
学生】1,000円【一般】1,500円(各部門
昼食代含む)※当日受け付け

  ステージ発表
（行田市合唱連盟）
（行田演奏家連盟）
（行田吹奏楽連盟）

11月23日㈯
午後1時開演(午後0時30分開場)

産業文化会館
ホール 無料

中央公民館実用講座の受講生を募集します
講座名 日　　時 場　　所 内　　容 講　師 定員 持ち物など

みんなで歌おう
青春ソング

11月12日～12月3日
の毎週火曜日(全4回)
午前10時～11時30分

音楽室

昭和の歌を歌いながらボイスト
レーニング。フォークソングや歌
謡曲を中心に、あの頃好きだった
曲を一緒に歌いましょう。

諏訪桃子
さん 20人 筆記用具、

飲み物

ストレッチ＆美姿
勢エクササイズ

11月22日～12月13日
の毎週金曜日(全4回)
午後2時～3時30分

レクリエー
ション室

美しい姿勢を保ちながら体幹ト
レーニングとストレッチ。血流を
促し心と身体をリフレッシュ。
※はだしで行います。

オリビア
小林さん 20人

動きやすい服
装、飲み物、
ヨガマットま
たはバスタオ
ル

はじめての
スマホ講座

11月12日～26日の
毎週火曜日(全3回)
午前9時30分～11時

第2学習室

設定や用語、操作の基本からじっ
くり学びます。スマートフォンに
搭載された便利で楽しい機能を使
いこなしましょう。※画面のロッ
ク解除のため、パスワードを調べ
てきてください。

渋沢高雄
さん 15人

付属説明書、
充電ケーブル、
筆記用具

▶場　　所　中央公民館
▶対　　象　市内在住・在勤の方
▶参 加 費　無料
▶申し込み　10月18日㈮午前9時から直接同館
　　　　　　(電話受け付けは午前10時から)
▶問い合わせ　同館☎556―2649

北彩タウン情報 ～でかけませんか  となりまち～

  加須市
ねんきんサテライト加須をご利用ください
　熊谷年金事務所加須分室「ねんきんサテライ
ト加須」では、どなたでも年金の相談や請求手
続き、国民年金と厚生年金の届出書の受付な
どができます。ぜひご利用ください。

▶受付時間　 午前8時30分～午後5時15分
(土・日曜日、祝日、年末年始を
除く)※事前予約をお勧めしま
す。予約受付専用電話☎0570
―05―4890（050で始まる電
話番号の場合は☎03―6631―
7521)

▶場　　所　 加須市役所本庁舎2階(加須市三
俣2―1―1)

▶ 問い合わせ　 熊谷年金事務所☎048―522―
5012

  羽生市
第10回「世界キャラクターさみっとin羽生」
　日本最大のご当地キャラクターイベントも、今年で10
回目のアニバーサリー。300以上のキャラクターの参加、
羽生でしか見られないキャラクターたちの合同PRステー
ジなどの催しを行います。また、会場では全国各地から
たくさんのグルメが出店されますので、ぜひお越しくだ
さい。

▶ 日　　時　 11月23日㈯・24日㈰午前9時～午後3時(予
定)

▶ 場　　所　羽生水郷公園(羽生市三田ヶ谷75―1)
▶ 問い合わせ　 世界キャラクターさみっとin羽生実行委員

会事務局(羽生市キャラクター推進室内)☎
560―3119
会事務局(羽生市キャラクター推進室内)☎
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　市では、木造の住宅を対象に、簡易な耐震診断を無料
で実施しています。古い基準で建てられた住宅は耐震性
能が低いものが多く、大地震の際には倒壊してしまう恐
れがあります。
　自宅の耐震性能を確かめるためには耐震診断を行うこ
とが必要です。市職員が自宅に伺い診断をしますので、
ぜひご利用ください。

▶問い合わせ　建築開発課建築指導担当（内線5612）

木造住宅の耐震診断を無料で
行います

▶日　　時　10月9日㈬
　　　　　　【法令説明会】午後2時～ 4時
　　　　　　 【建築無料相談会】午後2時15分～ 3時

45分
▶場　　所　VIVAぎょうだ学習室
▶内　　容　 【法令説明会】建築基準法の改正について、

災害に強い安全なまちづくり、最近の消防
行政の動向について

　　　　　　【建築無料相談会】建築無料相談
▶参 加 費　無料
▶主　　催　一般社団法人埼玉建築士会北埼支部
▶そ の 他　事前申し込みは不要です。
▶問い合わせ　建築開発課建築指導担当（内線5612）

建築に関する法令説明会
および建築無料相談会

　市では、木造住宅の耐震診断および耐震改修工事をす
る方への補助制度を実施しています。対象になる住宅は
昭和56年5月31日以前に着工した一戸建ての住宅およ
び兼用住宅です。補助金額は耐震診断が診断費用の2分
の1（上限5万円）、耐震改修工事が耐震工事費用の23パー
セント(上限20万円)です。詳細を建築開発課または市
ホームページで確認の上、申請してください。
　なお、申請は診断または改修工事を行う前にする必要
がありますので、ご注意ください。

▶問い合わせ　同課建築指導担当（内線5612）

木造住宅の耐震診断
および耐震改修工事をする方に

補助金を交付します

　市では、自身でブロック塀などの点検を簡単に行える
点検票およびブロック塀などの内部の鉄筋の有無を探査
する無料貸出用の鉄筋探査機（要予約）を用意しましたの
で、ご活用ください。点検票は、建築開発課で配布して
いる他、市ホームページからダウンロード可能です。
　なお、点検の結果、危険性が確認された場合には、付
近通行者への速やかな注意表示などを行ったり、専門家
（一般社団法人埼玉建築士会☎048―861―8221、一般
社団法人埼玉建築士事務所協会☎048―864―9313）
へ相談したりして、安全を確保するために必要な対応を
お願いします。

▶ 申し込み・問い合わせ　同課建築指導担当（内線5612）

ブロック塀などの安全点検
をお願いします

　埼玉県民手帳は、県や県内市町村に関する各種統計が
掲載された手帳です。ぜひお買い求めください。

▶販売期間　 10月11日㈮～ 12月13日㈮の午前8時
30分～午後5時15分(土・日曜日、祝日
を除く)

▶販売場所　企画政策課

　※2020年版から価格が改定となりました。

▶問い合わせ　同課統計担当(内線310)

2020年版埼玉県民手帳を
販売します

価　格 規　格 表紙色 備　　考

550円
(税込み) 14×9㎝

黒 月間予定表部分が升目式
※2020年版からいずれも

升目式に統一グレイッ
シュブルー

　小針クリーンセンターでは、焼却施設の補修を予定し
ています。10月15日㈫～ 25日㈮は燃やせるごみの直
接搬入はできませんので、ご注意ください。

▶問い合わせ　鴻巣行田北本環境資源組合☎559―3641

燃やせるごみの直接搬入を
一時中止します

　下水道は、市民の皆さんの健康的で快適な暮らしを実
現するために、欠かすことのできない大切な施設です。
下水道へ接続すると、悪臭や害虫の発生を抑え生活環境
が良くなります。また、側溝や河川がきれいになり、自
然環境を守ることにもつながります。
　しかし、下水道が整備されても、接続していただかな
いと下水道本来の役割を果たすことができません。下水
道が整備された区域の方は、一日も早く下水道に接続を
お願いします。なお、下水道への接続工事は、必ず行田
市排水設備指定工事店に依頼してください。

▶問い合わせ　下水道課普及促進担当☎564―0303

快適な生活環境を目指して
下水道へ接続しましょう

第２期納期限　10月31日㈭
　受益者負担金は、下水道供用開始となった時点で、使
用の有無を問わず土地の面積に応じて賦課されます。こ
の負担金の納付には便利な口座振替をご利用ください。
また、期限内の納付が困難な場合は、納付相談をご利用
ください。
　なお、負担金賦課区域内の土地で売買・相続などにより
受益者の変更があった方は、下水道課までご連絡ください。

▶問い合わせ　同課業務担当☎564―0303

下水道事業受益者負担金を
お支払いの方へ

　市では、下水道処理区域内で下水道への接続を促進す
るため、くみ取り式便所から水洗トイレへの改造や、浄
化槽から下水道への切り替えなどの排水設備を改造する
方に、無利子で工事費用の貸し付けを行っています。こ
の制度の利用を希望される方は、行田市排水設備指定工
事店を通して、工事着手前に申請してください。

▶貸付金額　50万円以内
▶償還期間　50カ月以内（均等額償還）
▶利　　子　無利子　
▶貸付条件　• 市税、下水道受益者負担金および下水道

使用料を滞納していないこと
　　　　　　•連帯保証人を2人つけること
▶問い合わせ　下水道課普及促進担当☎564―0303

ご利用ください
排水設備改造資金貸付制度

　食べられるにも関わらず、さまざまな理由で捨てられ
てしまう食品を「食品ロス」といいます。日本では年間約
643万トンも発生しており、世界全体の年間食料援助量
の1.8倍に相当します。国民一人当たりで考えると、毎
日茶碗1杯分、年間約51キログラムの食品を捨てる計算
です。
　日常のいろいろな場面で、皆さん一人一人が食品ロス
を出さないライフスタイルを実践しましょう。

買い物編
　食品を買いに出掛ける時は、事前に冷蔵庫や食品棚を
確認しましょう。また、必要なものを必要な分だけ購入
することを心掛けましょう。

調理編
　賞味期限と消費期限の違いを正しく理解し、計画的に
食材や食品を使いましょう。食べ切れる量を作っておい
しく食べ切りましょう。

外食編
　外食時は適量を注文し、おいしく食べ切りましょう。
小盛りメニューやハーフサイズなどを設定している飲食
店もありますので、上手に活用しましょう。

宴会編
　宴会のお開き前の15分間を「食べ切りタイム」とし
て、提供された料理を楽しむ時間を設けるよう呼び掛け
ましょう。

ご存じですか　フードドライブ
　お中元やお歳暮などの頂き物、非常食として購入
した缶詰やレトルト食品など、家庭で余っている食
品はありませんか。それらを持ち寄り、フードバン
クなどを通じて必要とする人たちに寄付する活動を
「フードドライブ」といいます。このような取り組み
も食品ロス削減につながりますので、家庭で食べ切
れない食品がある場合は、行田市社会福祉協議会（☎
557―5400）が行っているフードドライブへの提供
を検討してみましょう。

▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530

食品ロスを出さない
ライフスタイルを実践しましょう
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談相種各 （10月15日～11月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

10月29日㈫ ※予約は10月1日㈫から 午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）

11月14日㈭ ※予約は10月15日㈫から 午後1時40分～ 4時20分

行政機関に対する
意見・要望

商工センター
401研修室 10月21日㈪ 午前10時～午後3時

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～正午

午後1時～ 3時30分
消費生活センター
（内線495）

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 11月13日㈬※予約制 午後1時～ 5時

（受け付けは午後4時まで）
埼玉県行政書士会
埼北支部☎564―
0104

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相
談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 地域交流センター 11月13日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の
納税相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課

（内線236・237）

水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 10月15日㈫、11月5日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課

☎553―0131

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
9月15日㈰  午前9時 0.07マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時 0.07マイクロシーベルト(晴れ）

▼ 
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。
こ
の
制
度
は
紹
介
制

で
、
紹
介
後
は
個
人
間
の
や
り
取
り
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
や

り
取
り
は
無
料
で
登
録
期
間
は
3
カ
月
で
す
。

　
な
お
、
円
滑
な
仲
介
事
務
を
進
め
る
た
め
、
不
用
品
登
録
の

際
に
写
真
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
写
真
を
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

さしあげます

ゆずってください

▷洗濯機　▷ベッド　▷和テーブル　▷こたつ（テーブル
式）　▷電気ウォーマー　▷植木鉢　▷プランター　▷す
べり台　▷テーブルといす

▷大人用自転車　▷着付け用練習ボディ　▷洋縫用練習
ボディ　▷ベンチプレス　▷いす　▷空気清浄機　▷
炊飯器（5合～ 1升）　▷布団乾燥機　▷餅つき機（3升）　
▷テレビ

不
用
品
情
報（
無
料
）

市税の納め忘れはありませんか
　市では、「納税コールセンター」を設置して、電話で市税な
どの納付確認と納付の呼び掛けを行っています。納付が遅
れると、督促状などを発送するために、多くの経費（税金)
が掛かります。
　市税の納期内納付に、ご理解とご協力をお願いします。

▶注　　意　 納税コールセンターでは、金融機関名や口座
番号を聞いたり、口座を指定して振り込みを
依頼したりすることはありません。不審な点
がありましたら電話を切り、収納課へ問い合
わせください。

口座振替をご利用ください
　市税は口座振替で納付できます。安心・確実・便利な口
座振替をぜひご利用ください。市内金融機関または市役所
で申し込みできます。

コンビニで納付できます
　市税はコンビニエンスストアで納付できます。休日・夜
間、時間を問わずに納付できますので、ぜひご利用ください。
なお、納期限を過ぎた納付書など、取り扱いができない場
合がありますので、ご注意ください。

納税相談はお早めに
　病気や失業などのやむを得ない特別な事情により納付が
困難な方は、早めにご相談ください。また、通常業務時間
内に来庁できない方のために、次のとおり納税・相談窓口
を開設していますので、ご利用ください。

休日夜間　納税・相談窓口の開設
▶休　　日　毎週日曜日の午前8時30分～正午
▶夜　　間　毎週火曜日の午後5時15分
　　　　　　～ 7時※祝日を除く
▶場　　所　収納課
▶問い合わせ　同課収納担当
　　　　　　　　　　　　　　（内線236・237）

特設行政相談会を開催します
　10月7日㈪～ 13日㈰は、総務省の定めた「行政相談週間」です。
市では、これに伴い次のとおり特設会場を設置し、同省関東管区
行政評価局職員と共に相談を受け付けます。

▶日　　時　10月21日㈪午前10時～午後3時
▶場　　所　商工センター 401研修室
▶内　　容　 年金や医療保険、生活保護、雇用、道路（国道）など、

主に国の行政の仕事について「分からない」「説明に
納得できない」「処理が間違っているのではないか」
といった苦情や意見、要望を受け付けます。

▶行政相談委員　西山カツ枝さん、黒田和男さん、河野恭男さん

定例行政相談
　主に国の行政機関に関する苦情や意見、要望を聴き、その解決
や実現を図っています。
▶日　　時　毎月第3月曜日午後1時30分～３時30分
▶場　　所　産業文化会館第1会議室

行政苦情110番　
　総務省関東管区行政評価局でも相談を受け付けています。
【電　話】0570―090110
【ＦＡＸ】048―600―2336

▶問い合わせ　地域づくり支援課くらし安心担当（内線252）

　浄化槽は、微生物の働きにより、トイレなどから
出た汚水をきれいにして水路や河川へ放流するため
の設備で、通常、庭先や駐車場の下に埋められてい
ます。地面に2、3個並んだマンホールのふたや空気
を送る機器（ブロア）がある家庭では、この浄化槽を
使用しています。
　浄化槽を使用している方は「保守点検（年3、4回機
器の点検・調整や消毒薬の補充）」、「清掃（年1回浄
化槽の内部にたまった固形物などの引き抜き）」の他
に、年1回の「定期水質検査」の受検が法律により義
務付けられています。定期水質検査は、浄化槽から
の放流水などをチェックして、浄化槽が十分に浄化
機能を発揮しているかを検査する健康診断のような
ものです。検査結果は、使用している方と行政機関
に通知されます。また、必要に応じて行政機関から
保守点検業者にも通知され、普段の維持管理に生か
されます。
　現在、家庭からの生活排水が川の汚濁原因の7割
以上を占めています。浄化槽を安心して使い、地域
の水環境を良好に保つために、知事指定検査機関の
（一社）埼玉県浄化槽協会または契約している保守点
検業者・清掃業者に連絡し、定期水質検査を必ず受
けるようにしましょう。

▶定期水質検査の手数料（非課税）
　【10人槽以下（家庭用浄化槽）】5,000円
　※11人槽以上は同会まで問い合わせください。
▶申し込み・問い合わせ　
　同協会法定検査部
　☎501―5707

10月1日は浄化槽の日
年1回浄化槽の水質検査を

受けましょう

納期のお知らせ（10月分）
普通徴収（納付書や口座振替で納めていただく方）
市県民税・・・・・・・・・・・・・・・3期
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・4期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・4期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・4期

納期限　10月31日㈭
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な
口座振替をご利用ください。

・納付の相談は随時収納課で実施しています。

▶問い合わせ　収納課収納担当（内線236・237）

特別徴収（年金からあらかじめ差し引かれる方）
10月支給の年金から差し引きます。
①市県民税
②国民健康保険税
③後期高齢者医療保険料
④介護保険料
▶問い合わせ　①税務課市民税担当(内線231)
　　　　　　　②保険年金課国保担当(内線271)
　　　　　　　③保険年金課医療担当(内線227)
　　　　　　　④ 高齢者福祉課介護保険担当(内

線277)
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１
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健康相談（要申し込み）
日　　時　11月13日㈬
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター

おとなの健康

ママ･パパ教室（要申し込み）
日　　時　10月29日㈫午後1時15分～ 3時45分
　　　　　（午後1時から受け付け）
対　　象　妊婦とその家族
定　　員　20人(先着順)
内　　容　 赤ちゃんの保育、沐

もくよく
浴実習、

　　　　　妊婦体験など
※詳細は市ホームページをご覧ください。

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　10月29日㈫午前10時～ 11時30分
対　　象　4カ月未満のお子さんとその保護者
内　　容　 お子さんの体重測定や育児相談

離乳食（中期）教室（要申し込み）
日　　時　10月24日㈭午前10時30分～ 11時30分
　　　　　　　　　　（午前10時15分から受け付け）
対　　象　 7 ～ 8カ月のお子さんとその保護者(保護

者のみの参加可)

乳幼児相談（要申し込み）
日　　時　10月16日㈬午前9時30分～ 11時30分
対　　象　就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など
健 診 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、10カ

月児相談、1歳6カ月児健診、2歳児歯科
健診、3歳児健診

そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子さ
んで、前住所地で受診していない方は保健
センターにご連絡ください。

子どもの健康

「病気があるが、足が不自由で通院できない」、「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センタ―　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時　
　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

「歯科医院への通院が困難」、「訪問歯科診療を行って
いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時（正午～午後1時を
除く）※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

在宅医療窓口

休日急患診療

期　日 医療機関名 電話番号

10月20日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

10月22日（火) 壮幸会行田総合病院 552―1111

10月27日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

11月 3日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

11月 4日（月) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

11月10日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。
　また、埼玉県では、医療機関への適正受診をさらに
推進するために、全国初となるAIを活用した「埼玉県
AI救急相談」を導入しましたので、ご活用ください。
https ://www.pref .sa i tama. lg . jp/a0703/
aikyukyu.html

#7119（365日24時間対応）

　行田市フロアカーリング連盟による「フロアカーリ
ング」の体験実習を行います。初めての方もお気軽に
ご参加ください。

日　　時　 10月29日㈫午後1時30分～ 3時(午後1
時10分から受け付け)

場　　所　行田グリーンアリーナサブアリーナ
対　　象　市内在住の方
定　　員　15人(先着順)
参 加 費　無料
持 ち 物　 筆記用具、動きやすい服装、飲み物、室内

用運動靴、健康づくりチャレンジポイント
のリーフレット(お持ちの方)

申し込み　直接または電話で保健センター
 

市民けんこう大学院公開講座
「体験！フロアカーリング」

10月はピンクリボン月間です
日　　時　11月29日㈮午前10時～正午
場　　所　 市民プラザかぞ302会議室A・B(加須市中央2―4―17)
内　　容　 アレルギーについての講義(看護師・栄養士)、交流会
対　　象　アレルギーをもつ乳幼児の保護者20人
定　　員　20人（先着順）
申し込み・ 問い合わせ　11月20日㈬までに加須保健所
　　　　　☎0480―61―1216

アレルギーをもつお子さんの保護者の集い
～日常生活のケアと交流会～　乳がん撲滅に向けた運動の一環として忍城

をピンク色にライトアップします。

期　　間　10月17日㈭～ 31日㈭
時　　間　日没～午後10時

10月20日㈰に乳がん検診を実施
します　
場　　所　 行田中央総合病院健康管理

センター (富士見町2―17
―17)

検査内容　マンモグラフィー検査
検査費用　 ①一般5,500円　
　　　　　② クーポン券(配布済)対象

の方(昭和53年4月2日
～昭和54年4月1日生ま
れの方)無料　

　　　　　③ 保健センター予約済の方
(白色案内はがきのある
方)800円

申し込み　 電 話 で 同 病 院 ☎ 553―
2426(受付時間：月～金曜
日は午前9時～午後5時、
土曜日は午前9時～正午)

令和元年度から「高齢者のインフルエンザ予防接種」の自己負担額が変わります
接種期間　10月20日㈰～令和2年1月31日㈮
対　　象　次のいずれかに該当し、接種を希望される方(インフルエンザの予防接種は義務ではありません)
　　　　　①接種日現在65歳以上の方
　　　　　② 接種日現在60歳以上64歳以下の方で心臓、腎臓または呼吸器の機能、ヒト免疫不全
　　　　　　ウイルスによる免疫の機能のいずれかに身体障害者手帳１級相当の障害がある方
接種方法　次の指定医療機関での接種(年度内1回)
　　　　　※指定医療機関へ予約してください。
自己負担金　1,000円(生活保護受給中の方、特定中国残留邦人などで支援給付を受けている方は免除)
持 ち 物　 自己負担金、健康保険証など生年月日と住所の確認ができるもの、対象②の方は身体障害者手帳、

生活保護世帯の方は受給者証、特定中国残留邦人などで支援給付を受けている方は本人確認証
注　　意　市外での接種を希望される場合は、予約前に保健センターへご連絡ください。

指定医療機関一覧
医療機関名 電話番号

赤井胃腸科 553―2233

荒木医院 559―3102

池畑クリニック 556―2295

石井クリニック 555―3519

いわね内科クリニック 554―1313

加藤内科医院 556―3253

川島胃腸科 553―0001

河本耳鼻咽喉科 555―2626

行田岡田医院 557―2311

医療機関名 電話番号

行田協立診療所 556―4581

壮幸会行田総合病院 552―1111

行田中央総合病院 553―2000

行田ふれあいクリニック 555―1155

栗原医院 556―2272

小林内科医院 552―0362

さかつめ内科医院 553―5202

さきたまクリニック 564―6620

田代医院 553―2351

医療機関名 電話番号

なすクリニック 550―4000

根本医院 555―1261

野口産婦人科 556―4292

ハピネス診療所 559―0082

古田整形外科医院 553―5221

松原医院 553―6700

南川げんきクリニック 554―8835

やまかわ内科クリニック 564―1488

吉田記念山本クリニック 558―3507

健康づくりチャレンジポイント認定講座
出張いきいき健康塾「肺がんの診療～最近の進歩～」
日　　時　 10月24日㈭午後2時～ 3時30分（午後1時30分

から受け付け）
場　　所　保健センター
内　　容　① 三宮忠さん(埼玉県立循環器・呼吸器病センター

薬剤部部長)による健康塾プチ講座「薬のはなし」
　　　　　② 髙橋伸政さん(埼玉県立循環器・呼吸器病センター

呼吸器外科科長)による講演「肺がんの診療～最
近の進歩～」

対　　象　市内在住の方
定　　員　40人（先着順）
費　　用　無料
持 ち 物　 筆記用具、飲み物、健康づくりチャレンジポイント

のリーフレット（お持ちの方）
申し込み　直接または電話で同センター
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

令和2年2月25日まで耐震改修工事に
伴い休館中です。
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。
　（年末年始を除く）

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿
イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

10月5日㈯午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おはなしの会

VIVA
ぎょうだ
プレイルーム

10月12日㈯午後2時 おはなしポケット

10月20日㈰午後2時 おしゃべりインコの会

10月26日㈯午前11時 おはなしタンバリン

11月2日㈯午後2時 おはなしの会

11月9日㈯午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会
10月9日㈬・16日㈬、
11月13日㈬
午前10時30分～11時

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員
ぴよぴよおはなし会 10月6日㈰、11月3日㈰

午後3時30分
絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 10月19日㈯午後3時30分 絵本の読み聞かせ、工
作、折り紙など 小学生

英語であそぼう 10月20日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生

レガスピ キャセリン 
マナロさん

子ども映画会 ①10月13日㈰ 午後2時
②11月10日㈰ 午後2時

①ハローキティのシンデレラ
②ぽこぽんのゆかいな西遊記 図書館職員 中央公民館

和室

図書館シネマ倶楽部 10月27日㈰午後1時30分
(午後1時10分開場)

弟の夫（邦画：147分）
出演：佐藤隆太、把瑠
都 他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます
(定員70人、先着順)

図書館職員  「みらい」
  映像ホール

2425

　　

▶臨時窓口
　利用時間：午前9時30分～午後7時
　場　　所：「みらい」談話コーナー
　閉 鎖 日： 10月7日㈪・15日㈫・21日㈪・28日㈪、

11月5日㈫・11日㈪・18日㈪・25日㈪

▶臨時学習室
　利用時間：午前9時30分～午後7時
　場　　所：「みらい」映像ホール
　閉 鎖 日： 臨時窓口閉鎖日と同日の他、10月14日

㈪・16日㈬～ 18日㈮・27日㈰、11月
3日㈰・13日㈬～ 15日㈮・24日㈰

▶児童書閲覧室
　利用時間：午前9時～午後5時
　場　　所：VIVAぎょうだプレイルーム
　閉 鎖 日：臨時窓口閉鎖日と同日

長期休館中の臨時窓口・学習室・児童書閲覧室 読書週間特別映画会
▶日　　時　11月3日㈰午後2時（午後1時40分開場）
▶場　　所　「みらい」映像ホール
▶作 品 名　「レ・ミゼラブル」
▶内　　容　 ジャン・バルジャンは仮出獄中に、盗み

を働いた罪を見逃してくれた司教の真心
に触れ、生まれ変わることを決意。そん
な折、不思議な運命の糸で結ばれた女性
フォンティーヌに愛娘コゼットを託され
る。

▶定　　員　70人（先着順）
▶入 場 料　無料

　　　　　　　　　　　　10月27日から11月9日
　　　　　　　　　　　　　は秋の読書週間です
　　　　　　　　　　　　10月27日から11月9日
　　　　　　　　　　　　　は秋の読書週間です

健康づくりチャレンジポイント認定講座
健康づくりのための教室「体力測定＆結果説明会」

2日間1コース
日　　時　①11月12日㈫ ②12月3日㈫
　　　　　 いずれも午後1時30分～ 3時（午後1時

10分から受け付け）
場　　所　①行田グリーンアリーナメインアリーナ
　　　　　②保健センター
内　　容　 県民健康福祉村健康運動指導士による体力

測定を実施し、その結果から体力年齢を測
定します。

行田外国語観光ガイドボランティア会

みんな　チカラの
～市民公益活動団体紹介～

発足　平成29年4月
会員数　11人
活動の目的　県内でも有数の観光地である行田市を訪問さ
れた外国の方に、市内の歴史や文化遺産を楽しんでもらえ
るようなお手伝いをする。
活動内容・ 市内に訪問された外国の方や企業からの依頼を

受け、古代蓮の里などの観光ガイドを行う。
　　　　・ ホームページやブログ、制作した動画を通じて、

情報を広く発信する。
主な活動場所　市内の観光名所
市民の皆さんへ　同会には、中国語、英語、スペイン語、
イタリア語などの言語を話せる会員がいます。行田市を訪
れる外国の方との交流を普段から積極的に行っています。
先日、行われた上海市の子供たちとの「少年少女日中将棋
交流対局」では、日中代表のあいさつ、対局の説明を会員
が通訳しました。
　また、会員自らがガイドマニュアルやパンフレット、PR動画を作り、今までの活動を目で見える形で残すことで、
会員が楽しく生き生きと活動が存続できるよう心掛けています。　　　
　その他、市民活動団体や行政からマニュアルなどの外国語訳を依頼されることも多くあります。また、市内で
ホームステイなどを受け入れている家庭からのガイド依頼も歓迎します。

【会長】 小出 正廣 【電話番号】 554―6114

市内イベントや観光案内などで通訳のお手伝い

対　　象　市内在住の方
定　　員　25人(先着順)
費　　用　無料
持 ち 物　 筆記用具、動きやすい服装、タオル、飲み

物、室内用運動靴、健康づくりチャレンジ
ポイントのリーフレット（お持ちの方）

申し込み　直接または電話で同センター

無料調停相談会
▶日　　時　 10月30日㈬午前10時～午後4時（午後3時

30分まで受け付け）
▶場　　所　熊谷市役所1階北ホール
▶内　　容　 民事・家事調停委員による夫婦関係、養育費、

慰謝料、相続、不動産トラブル、交通事故、近
隣トラブル、労働問題などの相談

▶主　　催　熊谷調停協会
▶そ の 他　事前予約不要
▶問い合わせ　 調停相談会事務局☎048―865―7008（月・水・

金曜日の午前10時～午後4時※祝日を除く）

第6回T
テ ア ト ル

héâtre V
ヴェール

ert
『「ラウナ・アロハ」フラダンス』

を開催します
▶日　　時　 10月19日㈯午後2時～ 3時※雨天

中止
▶場　　所　旧忍町信用組合店舗前広場
▶内　　容　 ラウナ・アロハ（行田市文化団体連合

会フラダンス連盟加盟団体）のメンバー
がフラダンスを披露します。

▶問い合わせ　文化財保護課（内線5322）
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　9月8日、消防本部で第47回行田市消防団消防操法大会
が開催されました。
　火災消火を想定し、火に見立てた的を放水により射抜く
速さや器具操作の正確さなどを競うこの大会には、小型ポ
ンプの部に5警備隊、自動車ポンプの部に14分団が出場。
日々の訓練を通じて連携を深めてきた団員らは、息の合っ
た機敏な動きを披露しました。

　9月1日、行田市民プールで行田市民水泳大会が開催さ
れました。
　自由形や平泳ぎなど81競技に、小学1年生から高齢者
までの選手196人が出場。プールサイドから送られる保
護者や友人の声援を背に、日ごろ積み重ねた練習の成果
を発揮しようと、力強い泳ぎでタイムを競いました。

　9月15日、水城公園多目的広場（バスターミナル駐車場西
側）で「行田軽トラ朝市 夏の感謝祭」が開催されました。
　会場では、軽トラに積まれた地元の採れたて野菜や花、加工
品などがずらりと並び、来場者は思い思いの農産物や商品を
買い求めていました。また、この日は焼きたてのトーストやゆ
で卵などが振る舞われ、買い物客は足を止め、おいしそうに頬
張っていました。
　行田軽トラ朝市は毎月第3日曜日に開催しています。

　8月27日、西小学校で「ものづくり体験教室」が開催さ
れました。
　これは、一般社団法人埼玉県技能士会連合会に所属
する12団体の技能士の指導を受け、優れた技術に触れ
ながら、ものづくりの楽しさを体感するもの。6年生77
人の子供たちは、だるまのペイントや銅板の表札づくり
など普段触れる機会の少ないものづくりに夢中になっ
て、満足のいく作品に仕上げていました。

　9月4日、古代蓮会館催事室にラグビー日本代表選手31人の
サイン入りユニホームやラグビーボール、また優勝を飾った「パ
シフィック・ネーションズカップ2019」の写真パネルが展示され
ました。
　展示されたユニホームとラグビーボールは、田中史朗選手の
計らいによりいただいたもの。来館者は、貴重な展示作品をじっ
くり鑑賞したり、写真に収めたりするなど興味津々でした。
　なお、展示は「ラグビーワールドカップ2019日本大会™ 」期
間中行われる予定です。

　9月15日、若小玉の勝呂神社、大竹稲荷神社、秋葉神社
で市の無形民俗文化財に指定されている若小玉の獅子舞
の演舞が披露されました。
　勝呂神社拝殿前で行われた「鐘

かね
巻
まき
」は、須

すさ の お の み こ と
佐之男命が

八
やまたのおろち
岐大蛇を退治する場面の演舞で、若小玉の獅子舞を代表

する曲目の一つ。提
ちょうちん
灯の明かりが照らされる中、笛の音に

合わせ、獅子たちが激しく舞う姿は、脈々と続く地域の伝統
を感じさせ、観覧者の心を強く惹

ひ
きつけていました。

　8月23日、総合公園第2自由広場で市制施行70周年記念・体
育協会創立70周年記念事業として「２０１９年度夏期巡回ラジオ
体操・みんなの体操会」が開催され、その模様がNHKラジオ第
1放送により生放送されました。
　早朝にもかかわらず、およそ1,200人が集まりました。午前
6時30分になり元気よく「ラジオ体操の歌」を歌った参加者は、
講師の掛け声のもと「ラジオ体操」で体を動かし、心地よい汗を
流していました。

　8月24日、「みらい」文化ホールで市制施行70周年記
念事業NHKラジオ「民謡をたずねて」の公開収録が開催
されました。
　これは、日本を代表する民謡歌手が、地元をはじめ全
国各地の民謡の魅力を発信する番組です。出演者は三
味線や尺八などの音色に乗せて会場内に伸びやかに響
き渡る声を披露。約400人の観客は民謡から思い描か
れる情景に感動し、割れんばかりの拍手を送りました。
　なお、この模様はNHK―FMで10月4日㈮・11日㈮・
18日㈮の3日間にわたって午前5時20分から放送され
る予定です。

第47回行田市消防団
消防操法大会

行田市民水泳大会
行田軽トラ朝市　夏の感謝祭

ものづくり体験教室

ラグビー日本代表応援展示会
若小玉の獅子舞

「２０１９年度夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」
NHKラジオ公開生放送

「民謡をたずねて」公開収録

GYODA CITY 写真館写真館
P H O T O N E W S
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学
校
「
文
花
祭
」

行
田
特
別
支
援
学
校

文
化
祭「
ス
マ
イ
ル
ま
つ
り
」

▼
日
時
　
10
月
20
日
㈰
午
後
0
時

30
分
〜
3
時
（
正
午
か
ら
受
け
付

け
）　
▼
場
所
　
さ
つ
き
ホ
ー
ム
駐

車
場
（
荒
木
２
１
３
１
―
3
）
※
雨

天
時
は
荒
木
小
学
校
体
育
館　
▼
内

容
　
沖
縄
三
線
島
唄
ラ
イ
ブ
、
沖
縄

民
謡
、
伝
統
的
な
エ
イ
サ
ー
、
創
作

エ
イ
サ
ー
、
沖
縄
グ
ッ
ズ
の
販
売
、

ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
、
古
代
米
カ
レ
ー
の

販
売
他　
▼
定
員
　
80
人　
▼
参
加

無
料
　
▼
主
催
　
㈲
さ
つ
き
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス　
▼
後
援
　
行
田
市
観
光

協
会　
▼
問
　
㈲
さ
つ
き
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
高
橋
☎
０
９
０
―
２
２
３
４
―

９
７
０
４

▼
日
時
　
12
月
8
日
㈰
午
後
4
時
開

演
（
午
後
3
時
30
分
開
場
）　
▼
場

所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　
▼
入

場
料
　
全
席
指
定
【
Ｓ
席
】
3
千
円

【
Ａ
席
】
2
千
５
０
０
円　
▼
主
催
　

明
治
大
学
校
友
会
行
田
地
域
支
部　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
行
田
さ
く

ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
行
田
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

▼
チ
ケ
ッ
ト
販

沖
縄
祭
り

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

行
田
チ
ャ
リ
テ
ィ
演
奏
会

売
　
10
月
1
日
㈫
か
ら
産
業
文
化
会

館
、
宮
脇
書
店
行
田
店
で
発
売　
▼

問
　
同
支
部
事
務
局
（
大
野
建
設
㈱

内
）
☎
５
５
３
―
０
１
０
０

▼
日
時
　
10
月
13
日
㈰
、
11
月
24
日

㈰
、
12
月
8
日
㈰
【
1
回
目
】
午
前

11
時
15
分
【
2
回
目
】
午
後
2
時
15

分　
▼
場
所
　
忍
城
址
※
雨
天
・
荒

天
の
場
合
ぶ
ら
っ
と
♪
ぎ
ょ
う
だ
店

内　
▼
出
演
　
潮
崎
ひ
ろ
の
、
地
元

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン　

▼
観
覧
無
料
　

▼
主
催
　
㈲
ポ
ッ
プ
企
画　

▼
問
　

同
社
☎
５
５
４
―
０
７
８
９

▼
日
時
　
10
月
18
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時
※
雨
天
中
止　
▼
場
所
　
大
長

寺
忍
川
側
あ
ず
ま
や
付
近　
▼
内
容
　

忍
川
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で
の
６
０
０

メ
ー
ト
ル
区
間
の
ご
み
を
拾
い
、
環

境
美
化
活
動
を
行
う
。　
▼
そ
の
他
　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長
靴
、
運
動

靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
軍
手
、
タ

オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
配
布
し
ま

す
。　
▼
問
　
行
田
市
民
大
学
同
窓

会
忍
川
環
境
を
見
守
る
会
小
林
☎

０
８
０
―
１
０
９
５
―
３
７
６
４

行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使　

潮
崎
ひ
ろ
の
震
災
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
♯
101
、
102
、
103

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

　
6
月
26
日
〜
7
月
7
日
に
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ

れ
た
「
第
39
回
日
本
教
育
書
道
藝
術
院
同
人
書
作
展
」

で
特
別
賞
を
受
賞
し
た
行
田
市
書
道
人
連
盟
会
員
の
田

中
惠
二
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
仕
事
に
追
わ
れ
る
日
々
を
送
っ
て
い
た
30
歳
の
と

き
、
何
か
一
つ
で
も
趣
味
を
持
っ
て
、
自
分
自
身
を
見

つ
め
直
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
め
た
の
が
書
道
で

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
書
道
教
室

に
通
い
詰
め
、
わ
ず
か
2
年
で
書
道
師
範
の
資
格
を
取

得
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
杜
甫
や
李
白
の
漢
詩
な
ど
を

題
材
に
書
い
た
作
品
で
数
々
の
賞
を
取
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
既
存
の
作
品
を
書
き
写
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

決
し
て
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
新
た
な
光

が
見
え
始
め
た
の
は
、
6
年
前
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ

た
書
道
展
で
、
稲
荷
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
「
金
錯
銘

鉄
剣
」
に
刻
ま
れ
た
１
１
５
文
字
の
金き

ん
ぞ
う
が
ん

象
嵌
の
銘
文

を
書
き
、
北
海
道
知
事
賞
を
受
賞
し
た
と
き
で
し
た
。

「
作
品
を
見
た
お
客
さ
ん
が
行
田
市
に
興
味
を
持
っ
て

く
れ
た
り
、
市
内
の
友
人
か
ら
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
喜
ん
で
く
れ
た
り
し
ま
し
た
」
と
う
れ
し
そ

う
に
振
り
返
り
ま
す
。
そ
れ
以
降
、
行
田
市
に
関
す
る

も
の
や
見
た
人
の
感
性
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
作
品
を

書
く
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
今
回
、
展
覧
会
に
出
品
し
た
作
品
は
、
古
く

か
ら
付
き
合
い
が
あ
る
市
内
在
住
の
永
沼
規
美
雄
さ
ん

の
俳
句
百
選
を
書
に
表
し
た
も
の
。
行
田
市
の
歴
史
・

文
化
や
、
親
と
子
の
絆
な
ど
愛
情
の
こ
も
っ
た
内
容
の

俳
句
を
田
中
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
休
憩
も
取
ら
ず
、
一
句

一
句
5
時
間
掛
け
て
書
き
上
げ
ま
し
た
。
書
道
を
す
る

上
で
の
心
構
え
と
し
て
、
田
中
さ
ん
は
「
字
が
下
手
で

も
い
い
の
で
す
。
自
分
の
字
で
、
題
材
の
情
景
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
素
直
に
楽
し
く
書
く
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
書
道
で
使
用
す
る
筆
は
、
人
間
の
心
と
同
じ
よ
う

に
不
安
定
な
も
の
で
す
。
細
く
も
太
く
も
自
由
な
線
が

書
け
ま
す
。
不
安
定
な
筆
で
も
そ
の
本
人
し
か
書
け
な

い
文
字
と
な
り
、
個
性
あ
る
作
品
と
な
る
最
高
の
芸
術

だ
と
思
い
ま
す
」
と
書
道
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
く

れ
た
田
中
さ
ん
。
次
の
書
道
展
に
向
け
、
す
で
に
構
想

を
練
っ
て
い
る
そ
う
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
人

に
書
道
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

第
39
回
日
本
教
育
書
道
藝
術
院

 

同
人
書
作
展
で
特
別
賞

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

田
中 

惠
二 

さ
ん
（
富
士
見
町
・
69
歳
）



催し・募集

302019.10� 市報 ぎょうだ31

▼
日
時
　
10
月
17
日
㈭
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所
　
Ｌ
ｕ
ｎ
ａ
え
ん

じ
ゅ
（
持
田
4
―
1
―
10
）　
▼
内

容
　
治
療
の
不
安
や
悩
み
、
医
療
情

報
の
提
供
、
治
療
後
の
サ
ポ
ー
ト　

▼
対
象
　
が
ん
患
者
、
が
ん
体
験
者　

▼
参
加
無
料
　
▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
く
ま
が
や
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
会
行

田
支
部　
▼
そ
の
他
　
時
間
内
入
退

室
自
由　
▼
問
　
同
会
☎
０
８
０
―

８
９
０
８
―
２
１
０
８

▼
日
時
　
11
月
21
日
㈭
午
前
9
時
30

分
～
正
午　
▼
場
所
　
行
田
商
工
会

議
所
会
議
室
（
忍
２
―
１
―
８
商
工

セ
ン
タ
ー
３
階
）　
▼
内
容
　
埼
玉

県
行
政
書
士
会
埼
北
支
部
の
行
政
書

士
が
創
業
、
事
業
運
営
、
事
業
承

継
、
遺
言
、
相
続
、
契
約
書
、
示
談

書
、
内
容
証
明
、
建
設
業
、
農
地
転

用
、
飲
食
店
な
ど
の
許
認
可
申
請
な

ど
の
相
談
に
応
じ
る
。　
▼
申
・
問
　

電
話
で
行
政
書
士
星
山
信
明
事
務
所

☎
５
８
０
―
７
１
３
１

相
　
　
談

が
ん
体
験
者
茶
話
会

行
政
書
士

な
ん
で
も
無
料
相
談
会

▼
日
時
　
10
月
26
日
㈯
午
後
1
時
～

5
時　
▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民
館　

▼
相
談
内
容
　
許
認
可
、
法
人
設

立
、
遺
言
、
相
続
、
結
婚
、
離
婚
な

ど
に
関
す
る
こ
と　
▼
問
　
埼
玉
県

行
政
書
士
会
埼
北
支
部
☎
５
６
４
―

０
１
０
４

▼
日
時
　
10
月
19
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
4
時　
▼
場
所
　
さ
い
し
ん
熊

谷
本
町
ビ
ル
3
階
会
議
室
（
熊
谷
市

本
町
１
―
１
３
０
―
１
）　
▼
相
談

内
容
　
相
続
、
登
記
、
裁
判
事
務
、

成
年
後
見
、
そ
の
他
司
法
書
士
業
務

全
般　
▼
問
　
埼
玉
司
法
書
士
会
熊

谷
支
部
☎
５
９
４
―
９
９
６
０

▼
日
時
　
11
月
9
日
㈯
午
後
2
時

～
3
時
30
分　

▼
場
所
　
羽
生
市

民
プ
ラ
ザ
1
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

（
羽
生
市
中
央
3
―
7
―
5
）　
▼

内
容
　
①
2
人
の
埼
玉
県
立
が
ん
セ

埼
玉
県
行
政
書
士
会
の

県
下
一
斉
無
料
相
談
会

法
の
日
司
法
書
士

無
料
相
談
会

講
座
・
講
演
会
・
教
室

埼
玉
県
民
の
た
め
の

〝
が
ん
の
集
い
〟
in
羽
生

▼
日
時
　
11
月
10
日
㈰
午
前
8
時
15

分
（
午
前
8
時
か
ら
受
け
付
け
）
※

雨
天
の
場
合
は
11
月
17
日
㈰　
▼
場

所
　
富
士
見
公
園
庭
球
場　
▼
種
目
　

一
般
男
子
、
一
般
女
子　
▼
試
合
方

法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式　
▼
参
加

費
　
1
ペ
ア
【
一
般
】
1
千
５
０
０

円
【
中
学
・
高
校
生
】
1
千
円
※
当

日
徴
収　
▼
申
　
行
田
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
用
紙
に
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
11
月
3
日
㈰
ま

で
に
Ｅ
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
提
出

【
Ｅ
メ
ー
ル
】info@

gyoda-sta.
m
ain.jp　

▼
問
　
同
連
盟
大
西
☎

０
８
０
―
５
４
９
２
―
２
２
３
９

▼
日
時
　
11
月
24
日
㈰
午
前
9
時
開

会
（
午
前
8
時
45
分
か
ら
受
け
付

け
）　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ　

▼
種
目
　【
ダ
ブ
ル
ス
】

①
小
学
生
の
部　

②
中
学
生
の
部　

③
一
般
男
子
1
部
（
上
級
）・
2
部

（
中
級
）・
3
部
（
初
級
）　

④
一

般
女
子
1
部
（
上
級
）・
2
部
（
中

ス
ポ
ー
ツ

第
56
回
会
長
杯
争
奪

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

第
47
回

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

ン
タ
ー
医
師
に
よ
る
「
最
新
!!
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
～
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
が

ん
治
療
～
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演　
②
同
セ
ン
タ
ー
看
護
部
緩
和
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
講
演
「
人

生
会
議
、
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

自
ら
が
希
望
す
る
医
療
・
ケ
ア
を
受

け
る
た
め
に
～
」　

▼
入
場
無
料
　

▼
申
　
名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
、

参
加
人
数
を
明
記
の
上
、
Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
郵
便
は
が
き
で
同
セ
ン

タ
ー
【
Ｅ
メ
ー
ル
】n221111@
pref.saitam

a.lg.jp

【
郵
送
】

〒
３
６
２
―
０
８
０
６ 

北
足
立
郡

伊
奈
町
小
室
７
８
０ 

埼
玉
県
立

が
ん
セ
ン
タ
ー　

▼
問
　
同
セ
ン

タ
ー
総
務
・
職
員
担
当
☎
０
４
８
―

７
２
２
―
１
１
１
１

▼
日
時
　
11
月
2
日
㈯
午
後
2
時
30

分
～
4
時　

▼
場
所
　
忠
次
郎
蔵

（
忍
1
―
4
―
6
）　
▼
内
容
　
日

本
遺
産
の
構
成
資
産
で
あ
る
「
忠
次

郎
蔵
」
で
蕎
麦
打
ち
の
基
本
を
習
う　

▼
定
員
　
18
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
費
　
1
千
円　
▼
持
ち
物
　
三
角

巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
パ
ッ

ク　
▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
次
郎

蔵　
▼
そ
の
他
　
希
望
者
に
は
引
き

忠
次
郎
蔵
蕎そ

麦ば

打
ち
教
室

第
31
期
生
（
初
級
）

▼
日
時
　
10
月
20
日
㈰
午
前
8
時
30

分
～
11
時
※
小
雨
決
行　
▼
集
合
場

所
　
秩
父
鉄
道
行
田
市
駅
北
口　
▼

内
容
　
忍
川
遊
歩
道
な
ど
を
歩
き
な

が
ら
自
然
観
察
、
市
内
の
秩
父
鉄
道

各
駅
周
辺
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
。　

▼
参
加
無
料
　※
秩
父
鉄
道
運
賃
は
各

自
負
担　
▼
そ
の
他
　
1
万
歩
程
度

歩
き
ま
す　

▼
主
催
　
み
ど
り
の

ぎ
ょ
う
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▼
問
　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
橋
本
☎
５
５
３
―

３
１
１
３

▼
日
時
　
11
月
16
日
㈯
午
前
10
時
30

分
～
午
後
5
時
（
午
前
10
時
か
ら
受

け
付
け
）　
▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民

館　
▼
内
容
　【
第
1
部
】
自
分
磨

き
講
座
「
古
代
米
カ
レ
ー
作
り
」【
第

2
部
】
ま
ち
コ
ン
「
陸
王
ロ
ケ
地
・

ま
ち
な
か
散
策
ゲ
ー
ム
」　
▼
対
象
　

20
歳
以
上
の
独
身
の
方　

▼
定
員
　

男
女
各
20
人　

▼
参
加
費
　
１
千

円　
▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
動
き

や
す
い
服
装
、
筆
記
用
具　

▼
主

催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
わ
わ
工
房　
▼

そ
の
他
　
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
か
ら
お
越
し

の
際
は
市
内
循
環
バ
ス
を
ご
利
用
く

忍
川
遊
歩
道
と

秩
父
鉄
道
周
辺
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

�
～
自
然
と
史
跡
探
訪
～

結
婚
支
援
イ
ベ
ン
ト

級
）・
3
部
（
初
級
）
※
参
加
人
数

お
よ
び
前
年
度
の
成
績
に
よ
り
変
更

と
な
る
場
合
あ
り
、
55
歳
以
上
の

方
は
3
部
へ
の
申
し
込
み
可　

▼

競
技
方
法
　
リ
ー
グ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
（
変
更
の
場
合
あ
り
）　
▼
参

加
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
ま
た
は
行
田
市
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
連
盟
登
録
者
（
そ
れ
以
外
の
方

は
他
に
連
盟
登
録
料
1
千
円
が
必

要
）　

▼
参
加
費
　【
小
・
中
学
生
】

1
組
５
０
０
円
【
一
般
】
1
組
2
千

円
※
当
日
徴
収　
▼
持
ち
物
　
第
2

種
検
定
以
上
の
合
格
球
の
シ
ャ
ト
ル

（
小
・
中
学
生
の
み
）
※
一
般
は
本

部
で
貸
し
出
し　
▼
注
意
　
申
し
込

み
締
め
切
り
日
以
降
に
キ
ャ
ン
セ
ル

し
た
場
合
で
も
、
責
任
者
が
参
加
費

を
支
払
う
こ
と
。
保
険
に
加
入
す

る
た
め
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
を
正
確
に
記
入
す
る

こ
と
。　
▼
申
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
で
配
布
し
て
い
る
参
加
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
10
月

31
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
で
遠

藤
葉
子
（
〒
３
６
１
―
０
０
２
１　

行
田
市
富
士
見
町
2
―
16
―
16
）　

▼
問
　
遠
藤
☎
０
９
０
―
５
５
７
２

―
８
９
１
５

続
き
、
中
級
・
上
級
コ
ー
ス
を
用
意　

▼
申
・
問
　
10
月
31
日
㈭
ま
で
に
電

話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
同
法
人

☎
５
５
６
―
９
９
８
８
（
火
～
日
曜

日
の
午
前
10
時
～
午
後
3
時
）【
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
】http://chujiro.chu.

jp▼
日
時
　
11
月
12
日
～
令
和
2
年
3

月
31
日
の
火
曜
日
（
月
2
回
）
午
後

8
時
～
9
時
30
分
と
日
曜
日
（
月

2
回
）
午
後
7
時
～
9
時　

▼
場

所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず

し
ろ　
▼
内
容
　
生
き
た
ア
メ
リ
カ

英
語
を
本
格
的
に
学
ぶ
。　

▼
講

師
　
パ
ッ
チ　
▼
定
員
　
10
人　
▼

受
講
料
　
月
額
1
千
円
（
高
校
生
以

下
は
無
料
）　

▼
申
・
問
　
10
月
31

日
㈭
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
新
井
☎
０
８
０
―
６
７
０
３
―

０
１
２
３
【
Ｅ
メ
ー
ル
】m

eap.
patch-adam

s0608above@
ezw

eb.ne.jp

Ｐ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
英
会
話

だ
さ
い
。　
▼
申
・
問
　
10
月
25
日

㈮
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
法
人
野
本

☎
０
９
０
―
７
８
１
４
―
９
６
１
５

【
Ｅ
メ
ー
ル
】w

aw
aw
a.info@

gm
ail.com

▼
日
時
　
10
月
5
日
㈯
午
前
11
時
～

午
後
3
時　
▼
場
所
　
水
城
公
園
市

民
広
場　
▼
内
容
　
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

作
家
に
よ
る
雑
貨
販
売
、
ス
テ
ー

ジ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
マ
ル

シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
。
今
後
、
毎
月
第
1

土
曜
日
に
開
催
。　
▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
わ
わ
わ
工
房　
▼
後
援
　
行

田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田

市
観
光
協
会　
▼
問
　
同
法
人
野
本

☎
０
９
０
―
７
８
１
４
―
９
６
１
５

▼
日
時
　
10
月
20
日
㈰
午
後
1
時
～

5
時　
▼
場
所
　
持
田
公
民
館　
▼

内
容
　
子
供
食
堂
で
の
食
事
を
通
し

て
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
。
昼
食
後
、
お
菓
子
な
ど

を
食
べ
な
が
ら
参
加
者
同
士
で
語

ら
う
。　
▼
参
加
無
料
　
▼
申
・
問
　

10
月
19
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
子
供
食
堂
ソ
フ
ィ
ア
飯
塚
☎

０
９
０
―
４
０
７
９
―
７
９
９
４

ぬ
ま
の
ほ
と
り
で

あ
い
ま
し
ょ
う

子
供
食
堂
体
験
会

広告広告
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▼
参
加
費
　
1
回
５
０
０
円　
▼
申
　

各
開
催
日
当
日
の
午
前
9
時
30
分
か

ら
直
接
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

ク
ラ
ブ
活
動
体
験
教
室

ス
ト
レ
ッ
チ
＆

体
幹
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▼
日
時
　
10
月
16
日
・
23
日
・
30

日
、
11
月
6
日
の
各
水
曜
日
（
全
4

回
）
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分　

▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

研
修
室
他　
▼
内
容
　
正
し
い
姿
勢

を
保
つ
た
め
の
体
幹
を
鍛
え
る
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
。　
▼
対
象
　
18
歳
以
上

の
方　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
1
回
５
０
０
円
※
当
日

徴
収　

▼
持
ち
物
　
室
内
シ
ュ
ー

ズ
、
運
動
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス

タ
オ
ル　
▼
申
　
各
開
催
日
当
日
の

午
後
1
時
か
ら
直
接
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ古

代
蓮
の
里

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▼
日
時
　
10
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
※
雨
天
中
止　

▼
場
所
　

古
代
蓮
の
里　
▼
出
店
料
　
2
千
円

（
当
日
徴
収
）　
▼
そ
の
他
　
出
店

者
募
集
中　
▼
申
・
問
　
平
日
の
午

前
10
時
〜
正
午
お
よ
び
午
後
1
時
〜

3
時
に
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
市
民
の
会

☎
０
３
―
３
２
２
６
―
６
８
０
０

紙
粘
土
細
工
講
座

『
天
使
の
歌
声
』

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈭
午
後
1
時

〜
3
時　

▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館

休
憩
所　

▼
講
師
　
佐
藤
孝
子
さ

ん
（
全
国
創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
サ

ン
・
ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
）　

▼
定

員
　
80
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

２
５
０
円
（
材
料
費
）　
▼
そ
の
他
　

要
入
館
料　
▼
申
　
開
催
時
間
内
に

直
接
同
館古

代
蓮
の
里

「
お
客
様
感
謝
デ
ー
」

▼
期
日
　
10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰　

▼
内
容
　
①
古
代
蓮
会
館
入
館
者
に

ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
の
無
料
サ
ー
ビ
ス　

②
同
館
内
で
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト

（
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
）
を
開
催
※

1
回
１
０
０
円　
③
売
店
内
外
で
ワ

ン
コ
イ
ン
セ
ー
ル
（
１
０
０
円
）
を

開
催　
④
売
店
で
2
千
円
以
上
お
買

グ
リ
ア
リ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

新
規
マ
シ
ン
導
入

記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

期
間
中
、
利
用
ポ
イ
ン
ト
を
1

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め

た
方
に
は
無
料
利
用
券
（
1
回
分
）

を
進
呈
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間
　
10
月
14
日
㈪
〜
31
日

㈭　
▼
利
用
時
間
　
午
前
9
時
〜
午

後
9
時
※
毎
月
第
2
・
4
月
曜
日
は

休
館
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
）　

▼
対
象
　
高
校
生
以
上　
▼
利
用
料

金
　【
行
田
市
・
羽
生
市
・
加
須
市

在
住
の
方
】
５
０
０
円　
▼
そ
の
他
　

初
回
利
用
時
に
は
講
習
会
を
受
講
す

る
こ
と
（
直
接
ま
た
は
電
話
で
前
日

ま
で
に
予
約
）

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
体
験
会

▼
日
時
　
10
月
24
日
・
31
日
、
11

月
7
日
・
14
日
の
各
木
曜
日
（
全

4
回
）
午
前
10
時
〜
11
時　

▼
場

所
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
柔
道

場
他　
▼
内
容
　
さ
ま
ざ
ま
な
運
動

メ
ニ
ュ
ー
で
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
体
験
。【
10
月
】
ス

ク
ワ
ッ
ト
運
動
を
軸
に
し
た
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
【
11
月
】
テ
ニ
ス
ボ
ー

ル
を
使
用
し
た
筋
膜
リ
リ
ー
ス
＆
エ

ク
サ
サ
イ
ズ　
▼
対
象
　
50
歳
以
上

の
方　

▼
定
員
　
各
回
15
人
程
度　

産
文
彫
刻
教
室

▼
日
時
　
10
月
24
日
㈭
・
28
日
㈪
、

11
月
4
日
㈪
・
11
日
㈪
、
12
月
2
日

㈪
・
9
日
㈪
（
全
6
回
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時　
▼
場
所
　
産
業
文
化

会
館
創
作
室　
▼
内
容
　
粘
土
で
小

作
品
を
作
製
す
る
。　
▼
講
師
　
田

島
梓
さ
ん　
▼
定
員
　
20
人
（
先
着

順
）　

▼
参
加
費
　
3
千
円
（
保
険

料
を
含
む
）　

▼
申
　
10
月
15
日
㈫

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
に
参
加
費
を

持
参
し
直
接
同
館

新
春
行
田
寄
席

〜
三
遊
亭
楽
京
独
演
会
〜

▼
日
時
　
1
月
11
日
㈯
午
後
2
時

開
演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）　
▼

場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　
▼

内
容
　
落
語
2
席
、
子
供
た
ち
に

よ
る
日
本
舞
踊　
▼
出
演
　
三
遊
亭

楽
京
、
伝
統
文
化
お
や
こ
教
室
生
徒　

▼
入
場
料
　
５
０
０
円
（
全
席
自

由
）
※
未
就
学
児
無
料　
▼
チ
ケ
ッ

ト
の
取
り
扱
い
　
10
月
26
日
㈯
午
前

9
時
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
2
階
管
理
事

務
所
で
販
売伝

統
文
化
お
や
こ
教
室

▼
日
時
　
11
月
16
日
㈯
・
24
日
㈰
、

12
月
7
日
㈯
・
22
日
㈰
、
令
和
2
年

1
月
11
日
㈯
・
26
日
㈰
、
2
月
15
日

㈯
・
23
日
㈰
（
全
8
回
）
午
前
9
時

〜
11
時　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

他　
▼
内
容
　
日
本
舞
踊
の
実
技
お

よ
び
三
味
線
の
体
験　
▼
対
象
　
小

学
生
〜
大
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

※
幼
稚
園
児
・
保
育
園
児
は
応
相
談　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
費
　
2
千
５
０
０
円
（
保
険
料
含

む
）　
▼
そ
の
他
　
参
加
費
の
返
金

不
可　
▼
申
　
10
月
19
日
㈯
午
前
9

時
か
ら
直
接
同
館
（
電
話
で
の
受
け

付
け
は
同
日
午
前
10
時
か
ら
）

四
季
の
寄
せ
植
え

▼
日
時
　
11
月
9
日
㈯
午
後
1
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
休
憩

所　
▼
内
容
　
室
内
へ
飾
る
た
め
の

寄
せ
植
え
を
作
る
。　
▼
講
師
　
伊

藤
弘
充
さ
ん
（
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ

園
芸
専
門
学
校
）　
▼
対
象
　
小
学

生
以
上
の
方　
▼
定
員
　
30
人
（
先

着
順
）　
▼
参
加
費
　
1
千
５
０
０

円
（
材
料
代
、
保
険
料
）　
▼
申
　
10

月
14
日
㈪
午
前
9
時
か
ら
直
接
同
館

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
特
別
展

〜
第
19
回 

写
真
展
〜

▼
日
時
　
10
月
23
日
㈬
〜
11
月
18
日

㈪
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入

場
は
午
後
4
時
ま
で
）
※
火
曜
日
は

休
館　

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
▼
内
容
　
行

田
市
美
術
家
協
会
写
真
部
会
員
の
作

品
展
示　
▼
入
場
無
料
　

令
和
元
年
度

子
ど
も
文
化
祭

▼
日
時
　
10
月
18
日
㈮
〜
20
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
7
時
（
20
日
は

午
後
5
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
産
業

文
化
会
館
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ　
▼
内

容
　
市
内
児
童
の
絵
画
・
書
作
品
約

９
０
０
点
を
展
示　
▼
入
場
無
料

い
上
げ
い
た
だ
い
た
方
に
同
館
招
待

券
1
枚
進
呈　
⑤
う
ど
ん
店
で
希
望

者
に
大
盛
り
無
料
サ
ー
ビ
ス　
▼
そ

の
他
　
各
施
設
と
も
営
業
時
間
は
通

常
ど
お
り
、
①
②
は
要
入
館
料

古
代
蓮
会
館

県
民
の
日
彩
り
感
謝
デ
ー

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈭
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
30
分
（
入
館
受
付
は
午
後

4
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会

館　
▼
内
容
　
①
小
人
の
入
館
料
を

無
料　
②
同
館
内
で
子
ど
も
向
け
イ

ベ
ン
ト
（
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
）
を

開
催
※
1
回
１
０
０
円　
③
同
館
催

事
室
で
ア
ニ
メ
上
映　
④
子
ど
も
向

け
職
業
体
験
を
開
催
（
キ
リ
ン
ビ

バ
レ
ッ
ジ
協
力
）　
▼
そ
の
他
　
売

店
・
う
ど
ん
店
は
通
常
営
業

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

▼
日
時
　
10
月
19
日
㈯
午
後
2
時
上

映　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　
▼
上
映
作
品
　「
未
来
に
残
し

た
い
日
本
の
自
然
１
０
０
選
６
（
九

州
・
沖
縄
地
方
編
）」（
上
映
時
間

１
１
９
分
）　
▼
定
員
　
３
０
０
人

（
先
着
順
）　
▼
入
場
無
料
　
▼
そ

の
他
　
整
理
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

【住民基本台帳人口】
（令和元年9月1日現在）

▼
日
時
　
11
月
の
毎
週
水
・
木
曜
日

（
全
8
回
）
午
前
10
時
〜
11
時　
▼

場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ　
▼
内
容
　
や
さ
し

く
簡
単
な
気
功
体
操
で
免
疫
力
を
高

め
、
病
気
や
け
が
を
防
ぎ
、
太
極
拳

で
足
腰
と
バ
ラ
ン
ス
を
良
く
す
る
。　

▼
参
加
費
　
1
千
５
０
０
円　
▼
持

ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
、
室
内
履
き　

▼
問
　
行
田
健
康
気
功
太
極
拳
サ
ー

ク
ル
福
田
☎
０
９
０
―
３
５
９
４
―

９
５
９
０

▼
日
時
　
11
月
3
日
㈰
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ

Ａ
ぎ
ょ
う
だ
学
習
室　
▼
内
容
　
県

生
活
衛
生
課
動
物
指
導
担
当
に
よ
る

講
演
「
埼
玉
県
の
動
物
愛
護
行
政
」、

高
木
優
治
さ
ん
（
人
と
猫
と
の
調
和

の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議

会
）
に
よ
る
講
演
「
地
域
猫
と
街

づ
く
り
」　
▼
参
加
費
　
５
０
０
円　

▼
定
員
　
60
人
（
先
着
順
）　

▼
主

催
　
行
田
の
地
域
猫
を
考
え
る
会　

▼
申
・
問
　
11
月
2
日
㈯
ま
で
に
電

話
で
近
江
☎
０
８
０
―
２
３
７
６
―

５
１
９
６

ゆ
っ
た
り
健
康
気
功
体
操
と

や
さ
し
い
健
康
太
極
拳
体
験
会

飼
い
主
の
い
な
い
猫
と
の

ト
ラ
ブ
ル
を
解
消
す
る
た
め
に

で
き
る
こ
と

広告広告



　
江
戸
時
代
、
武
家
の
姫
君
た
ち
は
、
政
治

に
直
接
関
わ
る
こ
と
は
ま
れ
で
し
た
が
、
奥

方
た
ち
の
社
会
の
中
で
は
情
報
交
換
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
自
然
と
さ
ま
ざ
ま
な
教
養
を

身
に
つ
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
は
忍
藩
主
松
平
家
の
姫
君
の
ひ
と
り
、
操み
お

姫ひ
め
の
要
望
で
編あ

ま
れ
た
歌
集
『
類
題
和
歌
補

闕
』
と
、
そ
の
編
者
で
あ
る
加
藤
古ひ
さ
風か
ぜ
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
操
姫
は
文
化
14
年（
１
８
１
７
）に
松
平
忠た
だ

翼す
け

の
末
娘
と
し
て
生

ま
れ
、
後
に
西
大
平

藩
主
大
岡
忠た
だ

愛よ
し

に
嫁

ぎ
ま
し
た
。『
類
題
和

歌
補
闕
』は
、
文
政

13
年（
１
８
３
０
）彼

女
が
13
歳
の
と
き
に

所
望
し
て
、
作
ら
れ

た
書
物
で
す
。
江
戸

時
代
初
期
に
出
さ
れ

た『
類
題
和
歌
集
』は

1
万
2
千
の
歌
題
と

3
万
首
の
歌
が
収
め

ら
れ
た
、
歌
集
を
兼

ね
た
参
考
書
で
す
。

こ
れ
を
さ
ら
に
補
う

叙
述
が
あ
る
書
物
が

欲
し
い
と
い
う
操
姫
の
願
い
を
叶
え
る
形

で
、
実
兄
の
忍
藩
主
松
平
忠た
だ

堯た
か

は
、
古
典
文

学
に
造
詣
の
深
か
っ
た
家
臣
の
加
藤
古
風
に

そ
の
編
さ
ん
を
命
じ
ま
し
た
。

　
古
風
は
江
戸
幕
府
の
儒
学
者
成
島
錦き
ん

江こ
う

の

子
和か
ず
鼎さ
だ
に
和
歌
を
学
び
、
松
平
家
で
は
日
記

役
を
長
ら
く
勤
め
ま
し
た
。
文
化
年
間
以
降

は
藩
主
や
そ
の
家
族
の
側そ
ば
に
仕
え
、
作
歌
の

相
手
を
し
た
よ
う
で
す
。
現
代
で
い
う
家
庭

教
師
の
よ
う
な
藩
主
に
信
頼
さ
れ
た
存
在
で

し
た
。
そ
の
後『
類
題
和
歌
補

闕
』は
操
姫
を
通
じ
て
江
戸
城

の
大
奥
や
御
三
家
に
献
上
さ

れ
、古
風
の
名
声
は
諸
大
名
家

に
ま
で
知
れ
渡
っ
た
と
い
わ

れ
ま
す
。他
家
か
ら
高
禄
で
仕

官
の
誘
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

古
風
は
「
二
君
に
仕
え
ず
」
と

断
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
こ
の
書
物
は
、10
月
12

日
㈯
か
ら
11
月
24
日
㈰
ま
で

郷
土
博
物
館
で
開
催
の
企
画

展
「
武
家
の
姫
君
た
ち
」
で

展
示
し
ま
す
。
姫
君
た
ち
の

雅み
や
びな
文
化
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

 

（
郷
土
博
物
館　
澤
村
怜
薫
）

市
報  

ぎ
ょ
う
だ

今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

令
和
元
年
10
月
1
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト https://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

資
料
が
か
た
る

 

行
田
の
歴
史

7

行
田 

歴
史
系
譜
307

　9月12日、パラリンピックの関心を高めようと、荒木小学校体育
館で県スポーツ局主催の「東京2020オリンピック・パラリンピック

に係る小中学校向け競技体験」が行われました。
　4～6年生の児童74人は、講師に招かれた車いすバスケットボールチーム「埼玉ラ
イオンズ」の選手らから競技用車いすの特徴や乗り方を教わった後、5対5のミニゲー
ムに挑戦。車いすの操作に苦戦しながらも、果敢にシュートを放つと、周囲からは大き
な歓声が上がっていました。

類題和歌補闕 春（当館蔵）

お
姫
様
が
所
望
し
た
歌
集 

〜『
類る

い

題だ
い

和わ

歌か

補ほ

闕け
つ

』〜

星
野 

海か
い
と音 

ち
ゃ
ん （
門
井
町
）

平
成
30
年
10
月
31
日
生
ま
れ

父
・
明
彦
さ
ん　
母
・
智
恵
さ
ん

「
健
や
か
に

 

ス
ク
ス
ク
育
っ
て
ね
♡
」

柴
田 

理り

お緒 

ち
ゃ
ん （
佐
間
）

平
成
30
年
10
月
20
日
生
ま
れ

父
・
洋
樹
さ
ん　
母
・
由
香
利
さ
ん

松
本 

華か

ほ穂 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
30
年
10
月
21
日
生
ま
れ

父
・
智
行
さ
ん　
母
・
彩
香
さ
ん

「
元
気
に
明
る
く
育
っ
て
ね
!
」

「
毎
日
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
♡
」

大
澤 

志ゆ
き
と遥 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
30
年
10
月
31
日
生
ま
れ

父
・
琢
也
さ
ん　
母
・
曜
子
さ
ん

「
結ゆ

愛あ

ち
ゃ
ん
の
可
愛
い
弟
!
」

山
本 

梨り

り

か
々
華 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
30
年
10
月
６
日
生
ま
れ

父
・
良
平
さ
ん　
母
・
友
梨
さ
ん

土
釜 

光こ
う
せ
い晴 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
30
年
10
月
31
日
生
ま
れ

父
・
智
士
さ
ん　
母
・
ゆ
う
き
さ
ん

「
元
気
に
大
き
く
育
っ
て
ね
♡
」

「
す
く
す
く
と

 

大
き
く
な
っ
て
ね
♡
」

● 10月1日㈫～31日㈭に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴
担当（内線318） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。
● 応募者多数の場合は、11月5日㈫午前11時から市役所307会議
室で公開抽選を行います。

平成30年12月生まれのお子さんを募集しますはじめまして
平成30年 10月生まれ のおともだち
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